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市報自然・人・産業の和で築く安心のまち

市 報

雪ホタル　舞う
～第63回南魚沼市雪まつり（六日町大橋下特設会場）～

雪ホタル　舞う
～第63回南魚沼市雪まつり（六日町大橋下特設会場）～

お も な 内 容

●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索
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市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688
（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と
日曜・祝日の6:00～翌朝6:00は、
齋藤記念病院　☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド
　☎782-1991でも、その週の当番を確認する
　ことができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃って
いるので、夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通常の診
療時間内に受診しましょう。また、「かかりつけ医」を持ちまし
ょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療アドバイスを
受けることができます。手術などで総合病院の受診が必要になっ
ても紹介状によりスムーズに受診できます。
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15●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

16●土 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館

17●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　エフエム雪国

14●木 第６回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

23●土 「心豊かな子育て教室」閉講式10：00～11：30　市民会館多目的ホール

25●月 第３回農業委員会総会
14：00～　大和庁舎３階旧議場

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 3月14日（木）　11：00～
　支援講座　「おたのしみ会」　保育士

「親子での遊び」「子育ての仲
間同士の情報交換」「育児相
談」などにご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 3月13日（水）　11：00～
　支援講座　「おたのしみ会」　保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日

● 3月15日（金）　11：00～
　支援講座　「おたのしみ会」　保育士
※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。
※保険料として1人10円をお願いします。

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

3月2日～20日
ウェブサイト版

●人口 60,834人（先月比 －24）
●男 29,781人（先月比 －6） ●女 31,053人（先月比 －18）
●世帯数 19,688戸（先月比 －17）

市民の動き
（平成25年1月末日現在）

3月11日（　月　）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
3月27日（水）　14:00～16:00　本庁舎
4月　5日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

●各課からのお知らせ…………………2
●市長の一言日記………………………5
●まなびのひろば…………………………9
●税金 郵送で口座振替の手続き…13
●けんこうひろば………………………19
●掲示板…………………………………22
●ニュースプラザ………………………26

今月の表紙
　2月9日の南魚沼市雪まつりの「幻想の雪ホタル」。遠くは長岡市から集
まったボランティアは300人を超えました。午後2時から準備を始め、8時
45分にボランティアの力で約100個の雪ホタルが夜空に舞いました。



浄化槽を使用されている皆さまへ
～下水道接続促進事業補助金のご案内～　

【問合せ】下水道課 下水道業務係  ☎７７4－２７４0

国民健康保険の手続きを忘れずに！
【問合せ】市民課　国保年金係  ☎７７3－6661

　下水道への接続を促進することで、都市の健全な発達と公衆衛生の向上を図るため、浄化槽から公共下水道へ
の接続工事を実施する人に補助金を交付します。

　浄化槽から下水道へ切替えをするための、排水管の設置工事費など（赤線部分の工事費が補助対象になります）

■　土地所有者か建物所有者か居住者
■　受益者負担金・分担金の滞納がない
■　市税の滞納がない（世帯員全員）
■　土地・建物所有者の同意を得ている
■　浄化槽設置の補助金を受けていない

補助対象の申請者と工事の内容は？（９項目すべてに該当すること）

補助金はいくらもらえるの？

申請の方法は？

対象工事費の５０％　ただし、補助上限２０万円

対 象 者

■　公共下水道の処理区域内である
■　浄化槽を廃止して行う工事である
■　建物の新築工事ではない
■　１１月３０日までに工事が完了する
※　農業集落排水の処理区域は対象外です

対象工事

補助金額（千円未満切捨て）

退職者医療制度対象者　　次の条件に該当し、国保に加入している65歳未満の人

対　象　工　事　費

【平成２５年度分】平成２５年４月２２日（月）から平成２５年１１月２０日（水）まで
【平成２６年度分】平成２６年４月２１日（月）から平成２６年１１月２０日（木）まで

前年の所得を基に計算（加入する人全員の国保税がかかります）
国保税の計算などは、市役所税務課市民税係（☎773-6668）にお問い合わせください

市の国民健康保険

被扶養者の保険料はかかりません
被扶養者になる条件等は、家族の勤務先の健康保険担当者にお問い合わせください

家族の健康保険の
被扶養者になる

基本的には在職時の２倍（上限あり）
手続き方法や保険料は、退職前の会社の健康保険組合にお問い合わせください

退職前の健康保険の
任意継続（最長２年）

退職者医療制度の対象になったとき（国保加入時に
対象となる場合は同時）

・国保の保険証（すでに国保に加入している人）
・年金証書、または年金特別便・定期便
・印かん

修学のため他市町村に転出するとき（転出届と同時） ・国保の保険証　・印かん
・在学証明書、または有効期限のある学生証のコピー

職場の健康保険に入った
（被扶養者になった）

・国保の保険証
・職場の保険証、または資格取得連絡票

他市町村に転出する ・国保の保険証

職場などの健康保険をやめた
（被扶養者でなくなった）

・資格喪失連絡票、または職場の健康保険の喪失日 
　を確認できる書類

他市町村から転入した

国保をやめる

国保に入いる ・転出証明書

【条　件】
　●退職者被保険者（本人）
　　厚生・共済年金の加入期間が20年以上、または40歳以降10年以上で年金の受給権を取得している人
　●被扶養者（家族）　下記のすべてに該当する人
　　・退職被保険者の扶養家族で、配偶者や子などの３親等以内の親族
　　・おもに退職者被保険者の収入で生活している同一世帯の人
　　・年間の収入が130万円未満（60歳以上や障がい者は180万円未満）の人

受　付　期　間 （一部の地域を除き、平成 26年度で終了）

南魚沼市公共下水道接続促進事業補助金交付申請書
※ 添付書類の作成などの申請事務は、指定工事店に代行してもらうことができます
※ 接続工事に着手する前に提出してください
※ 申請書は下記の受付窓口にあります

＊このほかに、住所や世帯主など保険証に記載されている事項が変わる場合は保険証も差し替えますので、
　国保に加入している人は手続きの際に必ず保険証をお持ちください。

　春は、進学、転勤、就職、退職など、国民健康保険（以下「国保」）の異動が増える時期です。保険証が
かわったときは、14日以内に市役所で手続きをしてください。会社の人が国保の手続きをしてくれることは
ありません。ご自身（家族でも可）で手続きをしてください。
◆窓口　市民課（本庁舎）／大和市民センター／塩沢市民センター
【注意】職場の保険に加入し、新しい保険証が届く前に医療機関に受診する場合は、保険証がかわることを受付
　　　　で申し出てください。国保の保険証で受診すると国保が負担した医療費を返してもらうことがあります。

申　　請　　書

下水道課（畔地浄水場）、市民課（本庁舎）、大和・塩沢市民センター
受　付　窓　口

例：対象工事費が６０万円の場合 ６０万円×５０/１００=３０万円⇒補助額は２０万円まで

浄化槽
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切替

放 

流

浄化槽

下
水

保険料、国保税など選択項目

必要なものこんなとき

◆退職後の健康保険は選択できる場合があります（国保の加入手続きをする前にご確認ください）

※浄化槽部分の撤去費用は、撤去方法によって補助対象にならない場合があります
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◆窓口　市民課（本庁舎）／大和市民センター／塩沢市民センター
【注意】職場の保険に加入し、新しい保険証が届く前に医療機関に受診する場合は、保険証がかわることを受付
　　　　で申し出てください。国保の保険証で受診すると国保が負担した医療費を返してもらうことがあります。

申　　請　　書

下水道課（畔地浄水場）、市民課（本庁舎）、大和・塩沢市民センター
受　付　窓　口

例：対象工事費が６０万円の場合 ６０万円×５０/１００=３０万円⇒補助額は２０万円まで

浄化槽

下水道へ
切替

放 

流

浄化槽

下
水

保険料、国保税など選択項目

必要なものこんなとき

◆退職後の健康保険は選択できる場合があります（国保の加入手続きをする前にご確認ください）

※浄化槽部分の撤去費用は、撤去方法によって補助対象にならない場合があります
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70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
医
療
機
関
で
の

一
部
負
担
金
割
合
は
、
平
成
26
年
３
月
ま

で
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
４
月
か
ら
の
保
険
証
を

３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の

国
保
加
入
者
は
４
月
か
ら

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

〜一部
負
担
金
割
合
３
割
の
人
は

　
　
　
　　変
更
あ
り
ま
せ
ん
〜

【
問
合
せ
】
市
民
課 
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　　
小
野
塚
彩
那
選
手（
石
打
丸
山
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
）
が
、
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
縫

っ
て
、
２
月
７
日
に
市
役
所
を
訪
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
上
段
の
「
市
長
の
一
言
日

記
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
入
賞
の
こ
と
な
ど
を
、
改
め
て
取
材
し

ま
し
た
。

今
回
の
２
位
入
賞
に
つ
い
て
…

　
第
１
戦
で
３
位
に
入
っ
た
と
き
と
は
違

い
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
強
豪
選
手
が

す
べ
て
出
場
し
て
い
た
中
で
の
２
位
な
の

で
、
嬉
し
か
っ
た
し
、
か
な
り
価
値
の
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
手
ご
た
え
は
…

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
予
選
で
上
位
12
位

ま
で
に
入
ら
な
い
と
、
決
勝
へ
進
め
ま
せ

ん
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
３
位
・
６
位
・
２

位
と
、
全
て
決
勝
へ
進
め
て
い
る
の
で
、

自
信
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。

海
外
で
の
競
技
生
活
は
…

　
英
語
は
ま
だ
ま
だ
で
す
（
笑
）

　
競
技
に
対
す
る
コ
ー
チ
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
語
を
話
さ
な

い
日
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

の
お
か
げ
で
メ
ン
タ
ル
面
で
は
ず
い
ぶ
ん

成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
食
事
は
基
本
的
に
自
炊
で
、
日
本
食
を

小
野
塚
彩
那
選
手
来
庁

『
今
年
の
頑
張
り
が
夢
の
実
現
に

　
　
　
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
』

 

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
に
お

い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な

固
有
の
権
利
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
「
人
権
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
や
差
別
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
大
切
な
権
利
が
侵
さ
れ

た
と
き
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ま

た
、
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方

を
広
め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
人
と
し
て
、
地
域
住
民
の
中
か
ら
、
国

（
法
務
大
臣
）
が
委
嘱
し
た
人
で
す
。

 

貝
瀬
一
夫
さ
ん（
金
清
坊
）
は
、
平
成
19

年
１
月
か
ら
平
成
24
年
12
月
ま
で
「
人
権

擁
護
委
員
」
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
人
権

相
談
や
地
域
に
お
け
る
人
権
啓
発
活
動
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

法
務
大
臣
か
ら

　
　
　
　
感
謝
状
の
贈
呈

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
係

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

固
定
資
産
の
縦
覧
は

　
　
　
　
４
月
１
日
か
ら

【
問
合
せ
】
税
務
課 

資
産
税
班

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

【
問
合
せ
】
新
潟
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

南
魚
沼
支
局

　
　
　
　
　

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
第
３
戦
）
が
２
月
２
日
、

米
国
ユ
タ
州
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
、
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
女
子
決
勝
で
、
当

市
出
身
の
小
野
塚
彩
那
選
手
（
石
打
丸

山
ク
ラ
ブ
）
が
、
84.
４
点
で
堂
々
の

２
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
彼
女
は
開
幕

戦
で
も
３
位
入
賞
し
て
お
り
、
現
在
、

総
合
２
位
（
も
ち
ろ
ん
日
本
人
で
ト
ッ

プ
）
と
な
っ
て
お
り
、
い
よ
い
よ
２
０

１
４
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
現
実

的
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
も
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
な
れ
ば
、
我
が
南

魚
沼
市
で
は
広
井
法
代
女
史
に
次
い
で

二
人
目
と
な
る
快
挙
で
あ
る
。

　
彼
女
が
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
ス
キ
ー
に
転

向
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
狙
う

と
宣
言
し
て
今
年
で
３
年
目
と
な
る

が
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
単
身
海
外

遠
征
に
出
発
す
る
際
、
壮
行
会
を
催
し

た
の
が
つ
い
先
日
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
そ
の
時
の
彼
女
は
、
悲
壮
感
も
無

く
割
合
と
淡
々
と
し
て
お
り
、
流
石
世

界
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
は
違
う
も
の

だ
と
感
嘆
し
た
の
は
私
一
人
だ
け
で
は

な
か
っ
た
と
思
う
。

　
し
か
し
、
言
葉
も
殆
ん
ど
通
じ
な
い

海
外
で
、
一
人
で
挑
戦
す
る
と
い
う
事

は
、
言
語
を
絶
す
る
困
難
や
苦
労
が
あ

ろ
う
こ
と
は
、
私
に
も
推
測
で
き
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
彼
女

の
芯
の
強
さ
に
畏
敬
の
念
さ
え
禁
じ
得

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
ソ
チ
五
輪
出
場
が
ま
だ
決
定
し
た
訳

で
は
な
い
が
、
今
年
は
彼
女
の
お
か
げ

で
素
晴
ら
し
い
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
幸
せ
を
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
近
々
帰
国

す
る
（
も
し
か
し
た
ら
も
う
帰
国
し
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
が
）
と
の
報
も
あ

り
、
そ
の
笑
顔
に
接
す
る
の
も
楽
し
み

で
あ
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
県
民
の
皆
さ
ん
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
25
・
２
・
５
）

　彩
那
　お
め
で
と
う
！

　

次
は
ソ
チ
五
輪
が
待
っ
て
い
る

“

”

 

こ
の
よ
う
な
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
年
１
月
１
日
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
　
宏
子
さ
ん（
早
川
）
が
、
１
月
１

日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

■
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
で
き
る
人

　
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納

税
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人

■
縦
覧
で
き
る
内
容

・
土
地
　
所
在
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価

　
　
　
　
格

・
家
屋
　
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構

　
　
　
　
造
・
床
面
積
・
価
格

【
注
意
事
項
】

・
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
な
ど
は
記
載
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

・
償
却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
外
で
す
。

・
縦
覧
の
際
は
、
運
転
免
許
証
、
代
理
人

　
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
、
本
人
確
認
書

　
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
縦
覧

　
で
き
る
内
容
以
外
の
項
目
や
償
却
資
産

　
の
内
容
を
知
り
た
い
人
は
、
固
定
資
産

　
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
を
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。
縦
覧
期
間
中
の
閲
覧

　
手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
縦
覧（
閲
覧
）
場
所

〇
本
　

庁
　

舎
　
税
務
課
　
資
産
税
班

〇
大
和
庁
舎
　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

〇
塩
沢
庁
舎
　
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

兼高齢受給者証
一部負担金割合

2 割
（平成25年 3月
31日までは1割）

兼高齢受給者証
一部負担金割合

2 割
（平成25年　7月
31日までは1割）

中
心
に
し
て
い
て
、
特
に
困
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。

残
り
の
シ
ー
ズ
ン
と
ソ
チ
へ
向
け
て
…

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
終
的
な
発
表
は
来

年
の
１
月
く
ら
い
に
な
り
そ
う
で
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
成
績
が
重
要
に
な
る
の
で
、
残

り
の
Ｗ
杯
２
戦
と
世
界
選
手
権
で
上
位
に

入
賞
す
る
こ
と
が
、
来
年
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
世
界
選
手
権
の
出
場
は
ま
だ

正
式
発
表
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
…
。

　
ま
た
、
Ｗ
杯
以
外
で
もX-Gam

e

やD
ew
 

Tour

と
い
っ
た
大
き
い
大
会
に
も
出
場
招

待
が
来
る
と
思
う
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
成

績
を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
に
向
け
て
一
言
…

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
ハ
ー
フ
パ

イ
プ
は
新
し
い
種
目
な
の
で
、
知
名
度
は

低
い
と
思
い
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

種
目
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
挑
戦
し

て
も
ら
い
た
い
し
、
こ
の
種
目
を
広
げ
る

活
動
も
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

この部分が
変わります

小野塚彩那選手オフィシャル
サポーターズクラブのウェブサイト
http://www.onozuka-ayana.net
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の
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の
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関
で
の

一
部
負
担
金
割
合
は
、
平
成
26
年
３
月
ま

で
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
４
月
か
ら
の
保
険
証
を

３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の

国
保
加
入
者
は
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月
か
ら

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

〜一部
負
担
金
割
合
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割
の
人
は

　
　
　
　　変
更
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野
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那
選
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石
打
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が
、
忙
し
い
ス
ケ
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を
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っ
て
、
２
月
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日
に
市
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所
を
訪
れ
て
く

れ
ま
し
た
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こ
の
ペ
ー
ジ
上
段
の
「
市
長
の
一
言
日

記
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
入
賞
の
こ
と
な
ど
を
、
改
め
て
取
材
し

ま
し
た
。

今
回
の
２
位
入
賞
に
つ
い
て
…

　
第
１
戦
で
３
位
に
入
っ
た
と
き
と
は
違

い
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
強
豪
選
手
が

す
べ
て
出
場
し
て
い
た
中
で
の
２
位
な
の

で
、
嬉
し
か
っ
た
し
、
か
な
り
価
値
の
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
手
ご
た
え
は
…

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
予
選
で
上
位
12
位

ま
で
に
入
ら
な
い
と
、
決
勝
へ
進
め
ま
せ

ん
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
３
位
・
６
位
・
２

位
と
、
全
て
決
勝
へ
進
め
て
い
る
の
で
、

自
信
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。

海
外
で
の
競
技
生
活
は
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英
語
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ま
だ
ま
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で
す
（
笑
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に
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の
サ
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た
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ま
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。
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に
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で
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日
本
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選
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来
庁
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今
年
の
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の
実
現
に
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が
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思
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私
た
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生
活
に
お
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幸
福
な
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た
め
に
必
要
な

固
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、
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に
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。
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擁
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に
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大
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が
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し
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で
す
。

 

貝
瀬
一
夫
さ
ん（
金
清
坊
）
は
、
平
成
19

年
１
月
か
ら
平
成
24
年
12
月
ま
で
「
人
権

擁
護
委
員
」
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
人
権

相
談
や
地
域
に
お
け
る
人
権
啓
発
活
動
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

法
務
大
臣
か
ら

　
　
　
　
感
謝
状
の
贈
呈

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
係

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

固
定
資
産
の
縦
覧
は

　
　
　
　
４
月
１
日
か
ら

【
問
合
せ
】
税
務
課 

資
産
税
班

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

【
問
合
せ
】
新
潟
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

南
魚
沼
支
局

　
　
　
　
　

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
第
３
戦
）
が
２
月
２
日
、

米
国
ユ
タ
州
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
、
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
女
子
決
勝
で
、
当

市
出
身
の
小
野
塚
彩
那
選
手
（
石
打
丸

山
ク
ラ
ブ
）
が
、
84.
４
点
で
堂
々
の

２
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
彼
女
は
開
幕

戦
で
も
３
位
入
賞
し
て
お
り
、
現
在
、

総
合
２
位
（
も
ち
ろ
ん
日
本
人
で
ト
ッ

プ
）
と
な
っ
て
お
り
、
い
よ
い
よ
２
０

１
４
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
現
実

的
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
も
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
な
れ
ば
、
我
が
南

魚
沼
市
で
は
広
井
法
代
女
史
に
次
い
で

二
人
目
と
な
る
快
挙
で
あ
る
。

　
彼
女
が
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
ス
キ
ー
に
転

向
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
狙
う

と
宣
言
し
て
今
年
で
３
年
目
と
な
る

が
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
単
身
海
外

遠
征
に
出
発
す
る
際
、
壮
行
会
を
催
し

た
の
が
つ
い
先
日
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
そ
の
時
の
彼
女
は
、
悲
壮
感
も
無

く
割
合
と
淡
々
と
し
て
お
り
、
流
石
世

界
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
は
違
う
も
の

だ
と
感
嘆
し
た
の
は
私
一
人
だ
け
で
は

な
か
っ
た
と
思
う
。

　
し
か
し
、
言
葉
も
殆
ん
ど
通
じ
な
い

海
外
で
、
一
人
で
挑
戦
す
る
と
い
う
事

は
、
言
語
を
絶
す
る
困
難
や
苦
労
が
あ

ろ
う
こ
と
は
、
私
に
も
推
測
で
き
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
彼
女

の
芯
の
強
さ
に
畏
敬
の
念
さ
え
禁
じ
得

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
ソ
チ
五
輪
出
場
が
ま
だ
決
定
し
た
訳

で
は
な
い
が
、
今
年
は
彼
女
の
お
か
げ

で
素
晴
ら
し
い
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
幸
せ
を
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
近
々
帰
国

す
る
（
も
し
か
し
た
ら
も
う
帰
国
し
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
が
）
と
の
報
も
あ

り
、
そ
の
笑
顔
に
接
す
る
の
も
楽
し
み

で
あ
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
県
民
の
皆
さ
ん
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
25
・
２
・
５
）

　彩
那
　お
め
で
と
う
！

　

次
は
ソ
チ
五
輪
が
待
っ
て
い
る

“

”

 

こ
の
よ
う
な
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
年
１
月
１
日
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
　
宏
子
さ
ん（
早
川
）
が
、
１
月
１

日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

■
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
で
き
る
人

　
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納

税
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人

■
縦
覧
で
き
る
内
容

・
土
地
　
所
在
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価

　
　
　
　
格

・
家
屋
　
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構

　
　
　
　
造
・
床
面
積
・
価
格

【
注
意
事
項
】

・
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
な
ど
は
記
載
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

・
償
却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
外
で
す
。

・
縦
覧
の
際
は
、
運
転
免
許
証
、
代
理
人

　
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
、
本
人
確
認
書

　
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
縦
覧

　
で
き
る
内
容
以
外
の
項
目
や
償
却
資
産

　
の
内
容
を
知
り
た
い
人
は
、
固
定
資
産

　
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
を
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。
縦
覧
期
間
中
の
閲
覧

　
手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
縦
覧（
閲
覧
）
場
所

〇
本
　

庁
　

舎
　
税
務
課
　
資
産
税
班

〇
大
和
庁
舎
　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

〇
塩
沢
庁
舎
　
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

兼高齢受給者証
一部負担金割合

2 割
（平成25年 3月
31日までは1割）

兼高齢受給者証
一部負担金割合

2 割
（平成25年　7月
31日までは1割）

中
心
に
し
て
い
て
、
特
に
困
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。

残
り
の
シ
ー
ズ
ン
と
ソ
チ
へ
向
け
て
…

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
終
的
な
発
表
は
来

年
の
１
月
く
ら
い
に
な
り
そ
う
で
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
成
績
が
重
要
に
な
る
の
で
、
残

り
の
Ｗ
杯
２
戦
と
世
界
選
手
権
で
上
位
に

入
賞
す
る
こ
と
が
、
来
年
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
世
界
選
手
権
の
出
場
は
ま
だ

正
式
発
表
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
…
。

　
ま
た
、
Ｗ
杯
以
外
で
もX-Gam

e

やD
ew
 

Tour

と
い
っ
た
大
き
い
大
会
に
も
出
場
招

待
が
来
る
と
思
う
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
成

績
を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
に
向
け
て
一
言
…

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
ハ
ー
フ
パ

イ
プ
は
新
し
い
種
目
な
の
で
、
知
名
度
は

低
い
と
思
い
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

種
目
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
挑
戦
し

て
も
ら
い
た
い
し
、
こ
の
種
目
を
広
げ
る

活
動
も
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

この部分が
変わります

小野塚彩那選手オフィシャル
サポーターズクラブのウェブサイト
http://www.onozuka-ayana.net
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片側駐車可能（左側）

一方通行 

進入禁止規制 

交通規制案内図
国道291号 

一方通行 

一宮神社 

一方通行 

↓

（
塩
沢
駅
入
口
）

↑
六
日
町

祭
典
・
露
天
・
警
備
本
部

（
大
里
多
目
的
研
修
集
会
セ
ン
タ
ー
）

↑
早
川

塩
沢
大
沢
線

石
打
↓ 中

野
↓

一
方
通
行

片
側
駐
車
可

片
側
駐
車
可

国
道
17
号

前島橋

美郷大橋（駐車禁止）

魚

　
　野

　
　川

県
道
塩
沢
停
車
場
八
竜
新
田
線

水
路

片側駐車可

片側駐車可

登川

大里村中線

●小木六
　公民館

熊野神社●

塩沢石打 IC

（八竜新田）

八竜新田

【入口】
誘導員が
います

登
川
橋

一
方
通
行
　片
側
駐
車
可

↑
雲
洞

　

い
ち
の
み
や

一宮
神
社
農
具
市
　3
月
12
日

　
塩
沢
地
域
の
大
里
で
、
恒
例
の
春
を
告

げ
る
節
季
市
「
一
宮
神
社
農
具
市
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
市
は
、
刃
物
や
竹
細
工
、
木
工
製

品
な
ど
の
農
具
や
郷
土
の
漬
物
な
ど
が
神

社
の
境
内
や
参
道
に
並
べ
ら
れ
、
集
落
内

に
は
90
店
程
の
露
店
も
出
店
さ
れ
ま
す
。

「市民の声」アンケートのご意見の回答です
【問合せ】企画政策課　企画班  ☎７７3－66７２

　もっと子どもや
老人の住みやすい
環境を作ってほし
い。

　保育園、子育て支援施設の充実に努めています。
　バリアフリー化や公的な福祉サービスはもとより、地域に住む幅広い世代が助け
合う体制を作っていくことが重要だと考えます。ご近所同士の助け合いから生まれる
地域の絆を利用して、サロン活動など世代を超えた交流活動の支援に取り組みます。

　図書館に児童
書スペースを充実
させてほしい。利
用時間を延長して
ほしい。

　新図書館は、児童スペースに限らず学習スペース、閲覧席などには十分なスペース
を確保するよう、また、仕事帰りの人も利用が可能となるよう利用時間の延長を計画
しています。

　合併した割に職
員の数が減らな
い、職員削減を
望む。

　市が誕生してからの職員数は、平成18年4月の831人が平成24年4月には734人に
なっています。6年間で97人、年平均で約16人の削減を行ってきました。今後も行政
サービスの一層の向上に努めるとともに、円滑な業務執行に取り組むなかで、今後
50人の削減を予定しています。（※この職員数は病院・診療所職員を除く人数です）

　高齢者福祉・医
療を充実させてほ
しい。

　地域ぐるみでつくる健康・支え合うまちを目標に、保健・医療・福祉の充実を目指
して各施策を行っています。その推進には関係機関等や地域の市民との共働が欠か
せません。高齢者が自らの経験や技能を活かせる場の提供の支援をします。また、
地域包括支援センターを中心とした介護予防などの地域支援事業や、地域でのふ
れあいサロンなどの高齢者支援と子育て支援活動で、世代間交流を推進します。医
療では病気になることを予防する健診体制の整備や保健指導の充実を図ります。

　子ども医療費助
成事業は0歳から
中学3年まで同じ
金額の自己負担に
してほしい。

　現在、南魚沼市では医療機関への受診が非常に多い0歳から4歳（5歳の誕生月ま
で）の子どもの医療費を入院・通院とも窓口無料としています。県内で当市だけがこ
の助成を行っています。5歳から小学6年生までは、通院１回530円、入院1日1,200
円を除く医療費分を助成していて、さらに、18歳までの子どもが3人以上いる世帯に
は、この助成を中学3年生まで延長して行っています。
　少子化対策の一環として、安心して子どもを生み育てる環境を整備するため、市
民のニーズに合った支援、助成のあり方などを今後検討していきます。

　保育料や税金
が他の市に比べて
高い。

　ご質問の税目が定かではありませんが、代表的な市民税の内容でお答えいたしま
す。当市の市民税の税率は、地方税法の規定の標準税率ですので、「他の市に比べ
高い」ということはないと考えます。市民税は、均等に負担していただく「均等割」と、
前年の所得に応じて負担していただく「所得割」があります。この「所得割」は前年の
所得の増減により当該年度の市民税が増えたあるいは減ったということとなります。
増えた場合、『高い』ということになるかもしれません。市民税は市政運営を行うため
に必要な費用です。納税につきましてもご理解いただければと思います。
　市全体の保育料は、国の徴収基準額より１億6,600万円軽減しています。

　平成 24 年 7月に皆さんのご協力により「南魚沼市『市民の声』アンケート調査」を
実施しました。
　今回アンケートの自由記述欄に600 件近くのご意見・ご感想をいただきました。
ご意見の中から主なものの回答です。
　なお、アンケートのダイジェスト版は市報 1 月 1 日号と市の公式ウェブサイトに掲載し
てあります。

市からの回答ご意見・ご感想

市
政
全
般

福

　祉

子
育
て
支
援

図
書
館

　市民バスの回数
を増やし、村ごと
に回ってほしい、
日曜祭日も。

　市地域公共交通協議会では市内の医療機関再編に合わせて市民バスを中心とし
た公共交通を見直し、財政的にも持続可能で市民ニーズに合った公共交通ネットワー
ク計画を検討しています。
　今後の協議会のなかで引き続き市民バスの運行経路、運行回数などを検討し、
計画の中に反映していきたいと思います。

　市報の発行回
数が多すぎ、ムダ
です。

　平成22年のアンケート調査結果では、発行回数を減らしたほうがいいというご意
見はありませんでした。情報量や発信時期などを考慮しますと月２回の発行は現段
階では適切だと考えます。

　アンケートがム
ダです。

　アンケートは、第1次総合計画策定から3年目の平成21年に第1回目を、今回はさ
らにその3年後にあたり、第2回目の調査を実施しました。市民の意見や要望を聴き、
これまでのまちづくりの点検・見直しを行うとともに、これからのまちづくりに役立て
るために実施しています。調査項目は、まちづくりの取り組みに関するものを中心に
33の項目に関する進捗状況とこれからの力を入れて取り組む項目のほか、市政への
関心、定住意識、住民サービスの評価、市政情報の入手方法、インターネットの接
続情報などをお聞きし、今後のまちづくりに役立てる情報を得ています。

　自宅ではＦＭゆ
きぐにのラジオが
全く入りません。

　ＦＭゆきぐにの浦佐地区を中心とした地域の難聴対策として、平成25年度にFMゆ
きぐにが実施する中継局などの施設整備に対して助成を行い、難聴の解消を図りま
す。

市からの回答ご意見・ご感想

市
報

公
共
交
通

市
民
サ
ー
ビ
ス

市
民
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト

会
場
周
辺
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
通
規
制
に
つ
い
て

　
12
日（
火
）
午
前
8
時
〜
午
後
５
時

※
大
里
集
落
内
は
、
11
日（
月
）
午
後
1

　
時
〜
12
日（
火
）
午
後
5
時
ま
で
車
両

　
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

開
催
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片側駐車可能（左側）

一方通行 

進入禁止規制 

交通規制案内図
国道291号 

一方通行 

一宮神社 

一方通行 

↓

（
塩
沢
駅
入
口
）

↑
六
日
町

祭
典
・
露
天
・
警
備
本
部

（
大
里
多
目
的
研
修
集
会
セ
ン
タ
ー
）

↑
早
川

塩
沢
大
沢
線

石
打
↓ 中

野
↓

一
方
通
行

片
側
駐
車
可

片
側
駐
車
可

国
道
17
号

前島橋

美郷大橋（駐車禁止）

魚

　
　野

　
　川

県
道
塩
沢
停
車
場
八
竜
新
田
線

水
路

片側駐車可

片側駐車可

登川

大里村中線

●小木六
　公民館

熊野神社●

塩沢石打 IC

（八竜新田）

八竜新田

【入口】
誘導員が
います

登
川
橋

一
方
通
行
　片
側
駐
車
可

↑
雲
洞

　

い
ち
の
み
や

一宮
神
社
農
具
市
　3
月
12
日

　
塩
沢
地
域
の
大
里
で
、
恒
例
の
春
を
告

げ
る
節
季
市
「
一
宮
神
社
農
具
市
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
市
は
、
刃
物
や
竹
細
工
、
木
工
製

品
な
ど
の
農
具
や
郷
土
の
漬
物
な
ど
が
神

社
の
境
内
や
参
道
に
並
べ
ら
れ
、
集
落
内

に
は
90
店
程
の
露
店
も
出
店
さ
れ
ま
す
。

「市民の声」アンケートのご意見の回答です
【問合せ】企画政策課　企画班  ☎７７3－66７２

　もっと子どもや
老人の住みやすい
環境を作ってほし
い。

　保育園、子育て支援施設の充実に努めています。
　バリアフリー化や公的な福祉サービスはもとより、地域に住む幅広い世代が助け
合う体制を作っていくことが重要だと考えます。ご近所同士の助け合いから生まれる
地域の絆を利用して、サロン活動など世代を超えた交流活動の支援に取り組みます。

　図書館に児童
書スペースを充実
させてほしい。利
用時間を延長して
ほしい。

　新図書館は、児童スペースに限らず学習スペース、閲覧席などには十分なスペース
を確保するよう、また、仕事帰りの人も利用が可能となるよう利用時間の延長を計画
しています。

　合併した割に職
員の数が減らな
い、職員削減を
望む。

　市が誕生してからの職員数は、平成18年4月の831人が平成24年4月には734人に
なっています。6年間で97人、年平均で約16人の削減を行ってきました。今後も行政
サービスの一層の向上に努めるとともに、円滑な業務執行に取り組むなかで、今後
50人の削減を予定しています。（※この職員数は病院・診療所職員を除く人数です）

　高齢者福祉・医
療を充実させてほ
しい。

　地域ぐるみでつくる健康・支え合うまちを目標に、保健・医療・福祉の充実を目指
して各施策を行っています。その推進には関係機関等や地域の市民との共働が欠か
せません。高齢者が自らの経験や技能を活かせる場の提供の支援をします。また、
地域包括支援センターを中心とした介護予防などの地域支援事業や、地域でのふ
れあいサロンなどの高齢者支援と子育て支援活動で、世代間交流を推進します。医
療では病気になることを予防する健診体制の整備や保健指導の充実を図ります。

　子ども医療費助
成事業は0歳から
中学3年まで同じ
金額の自己負担に
してほしい。

　現在、南魚沼市では医療機関への受診が非常に多い0歳から4歳（5歳の誕生月ま
で）の子どもの医療費を入院・通院とも窓口無料としています。県内で当市だけがこ
の助成を行っています。5歳から小学6年生までは、通院１回530円、入院1日1,200
円を除く医療費分を助成していて、さらに、18歳までの子どもが3人以上いる世帯に
は、この助成を中学3年生まで延長して行っています。
　少子化対策の一環として、安心して子どもを生み育てる環境を整備するため、市
民のニーズに合った支援、助成のあり方などを今後検討していきます。

　保育料や税金
が他の市に比べて
高い。

　ご質問の税目が定かではありませんが、代表的な市民税の内容でお答えいたしま
す。当市の市民税の税率は、地方税法の規定の標準税率ですので、「他の市に比べ
高い」ということはないと考えます。市民税は、均等に負担していただく「均等割」と、
前年の所得に応じて負担していただく「所得割」があります。この「所得割」は前年の
所得の増減により当該年度の市民税が増えたあるいは減ったということとなります。
増えた場合、『高い』ということになるかもしれません。市民税は市政運営を行うため
に必要な費用です。納税につきましてもご理解いただければと思います。
　市全体の保育料は、国の徴収基準額より１億6,600万円軽減しています。

　平成 24 年 7月に皆さんのご協力により「南魚沼市『市民の声』アンケート調査」を
実施しました。
　今回アンケートの自由記述欄に600 件近くのご意見・ご感想をいただきました。
ご意見の中から主なものの回答です。
　なお、アンケートのダイジェスト版は市報 1 月 1 日号と市の公式ウェブサイトに掲載し
てあります。

市からの回答ご意見・ご感想

市
政
全
般

福

　祉

子
育
て
支
援

図
書
館

　市民バスの回数
を増やし、村ごと
に回ってほしい、
日曜祭日も。

　市地域公共交通協議会では市内の医療機関再編に合わせて市民バスを中心とし
た公共交通を見直し、財政的にも持続可能で市民ニーズに合った公共交通ネットワー
ク計画を検討しています。
　今後の協議会のなかで引き続き市民バスの運行経路、運行回数などを検討し、
計画の中に反映していきたいと思います。

　市報の発行回
数が多すぎ、ムダ
です。

　平成22年のアンケート調査結果では、発行回数を減らしたほうがいいというご意
見はありませんでした。情報量や発信時期などを考慮しますと月２回の発行は現段
階では適切だと考えます。

　アンケートがム
ダです。

　アンケートは、第1次総合計画策定から3年目の平成21年に第1回目を、今回はさ
らにその3年後にあたり、第2回目の調査を実施しました。市民の意見や要望を聴き、
これまでのまちづくりの点検・見直しを行うとともに、これからのまちづくりに役立て
るために実施しています。調査項目は、まちづくりの取り組みに関するものを中心に
33の項目に関する進捗状況とこれからの力を入れて取り組む項目のほか、市政への
関心、定住意識、住民サービスの評価、市政情報の入手方法、インターネットの接
続情報などをお聞きし、今後のまちづくりに役立てる情報を得ています。

　自宅ではＦＭゆ
きぐにのラジオが
全く入りません。

　ＦＭゆきぐにの浦佐地区を中心とした地域の難聴対策として、平成25年度にFMゆ
きぐにが実施する中継局などの施設整備に対して助成を行い、難聴の解消を図りま
す。

市からの回答ご意見・ご感想

市
報

公
共
交
通

市
民
サ
ー
ビ
ス

市
民
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト

会
場
周
辺
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
通
規
制
に
つ
い
て

　
12
日（
火
）
午
前
8
時
〜
午
後
５
時

※
大
里
集
落
内
は
、
11
日（
月
）
午
後
1

　
時
〜
12
日（
火
）
午
後
5
時
ま
で
車
両

　
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

開
催

7
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● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

4月末で3歳以上の未就
学児と保護者
おむつがとれていること
※最少催行5組

4月末で5歳以上の未就
学児
泳力：不問
※最少催行8人

クロールで25メートル未
満～中上級コースを目指
す小学生
※最少催行10人

初級でタイムを満たしフォ
ーム・受講姿勢など2人
の指導員の審査に合格
した小中学生
泳力：クロール25m・30秒以内
       背泳ぎ25m・35秒以内
※最少催行10人
中級からの進級者または
指導員が認めた小中学生
※最少催行5人

初心者、16歳以上
※最少催行人数10人
初心者、6歳以上
4泳法泳げる人で16歳以上
おおむね60歳以上

16歳以上
※最少催行人数10人

e木 は1回30分で全10回

※教室は都合により、日程・回数などが変更になる場合があります。詳細は各コース教室要項をご覧ください。
※スイミングスクールは記載の受講料のほか、プール利用料が必要です。お得な定期券もありますので、フロントでご相談ください。

会　員 一　般

土

水
木
金
土
土
土
火
水
木
金
金
土
土
土
火
水
木
金
土

木

土
火
木
水
金
水
金
火
水
木

19:00～19:50

18:00～18:50
16:00～16:50
18:00～18:50
10:00～10:50
16:00～16:50
18:00～18:50
17:05～17:55
17:05～17:55
17:05～17:55
17:05～17:55
19:05～19:55
11:05～11:55
17:05～17:55
18:05～18:55
18:00～19:00
18:00～19:00
18:00～19:00
18:00～19:00
11:00～12:00

19:00～20:00

10:00～11:00
11:00～12:00
11:00～12:00
19:00～20:00
13:30～15:00
14:00～15:00
11:00～12:00
20:05～20:55
11:10～12:00
14:20～14:50

定員

＊最少催行人数に達しない場合は、中止となる場合があります。25年度スポパラ会員優先ですが、会員で定員を超えた場合も抽選となります＊

参加対象者
受　講　料

コース 記 号 初  日

5,500円

5,500円

5,500円

5,500円

5,500円

ｅ木
3,000円

10組

各20人

各40人

各30人

Ｃ土のみ
40人

各15人

30人
30人
30人
15人
30人
30人
30人
40人
20人

親子

幼児

初級

中級

上級

レディース

一般成人

シニア
水中歩行

アクア
エクササイズ

Ｏ土7

Ａ水6
Ａ木4
Ａ金6
Ａ土10
Ａ土4
Ａ土6
Ｂ火
Ｂ水
Ｂ木
Ｂ金5
Ｂ金7
Ｂ土11
Ｂ土5
Ｂ土6
Ｃ火
Ｃ水
Ｃ木
Ｃ金
Ｃ土

Ｄ木

Ｄ土
Ｌ火
Ｌ木
Ｆ水
Ｆ金
Ｓ水
Ｈ金
Ｅ火
Ｅ水
ｅ木

4月13日

4月10日
4月11日
4月12日
4月13日
4月13日
4月13日
4月  9日
4月10日
4月11日
4月12日
4月12日
4月13日
4月13日
4月13日
4月  9日
4月10日
4月11日
4月12日
4月13日

4月11日

4月13日
4月  9日
4月11日
4月10日
4月12日
4月10日
4月12日
4月  9日
4月10日
4月11日

曜日 回数時　間

13

13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13

13

13
13
13
13
13
13
13
13
13
10

保護者が
会員
800円

1,500円

無　料

JSC員
3,500円

無　料

JSC員
3,500円

2教室目から
5,500円

水
中
運
動
教
室

水

　泳

　教

　室

無　料

2教室目から
5,500円

2教室目が
ｅ木 の場合
3,000円

25年度会員募集中!
月曜日休館

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

25年度　｢スイミングスクール｣　第1期（4月～7月）　生徒募集
　水泳・水中運動なら無理なく身体が動かせます。泳力・体力向上やシェイプアップなど目的に合わせた教室を開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。会員はディスポートの個人定期券が30％引き！ 水泳以外の教室も割引があります。
※ 会員 とは南魚スポーツパラダイス会員の略、 JSC員 とはジュニアスポーツクラブ会員の略です
　締 切 り： ３月１４日（木）２１:３０
　申込方法：ディスポートに申込み用紙とハガキを用意しました。必要事項を記入し、フロントに提出してください。
　選考方法：定員を超えた場合は １６日（土）1７:００から ディスポートで抽選を行います。（結果はハガキで送付します）

市報３月１日号と同
時配布の保存版パ
ンフレットも合わせ
てご覧ください。

　
次
の
条
件
に
該
当
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用

券
が
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
人
（
児
童
を
含
む
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
自
動
車
を
運
転

で
き
な
い
障
が
い
者
で
、
次
の
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
〜
4
級
）

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
に
必
要
な
も
の

・
手
帳
（
重
複
し
て
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
両
方
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
直
接
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
　
　
3
月
1
日
（
金
）

年
間
交
付
枚
数
　
1
人
に
つ
き
30
枚

　
　
　
　
　
　
　（
施
設
入
所
者
は
15
枚
）

利
用
方
法

　
タ
ク
シ
ー
券
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し
、
1
乗
車
に

つ
き
、料
金
の
総
額
の
範
囲
内
で
6
枚（
1

枚
5
0
0
円
）
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

受
付
窓
口

・
本
庁
舎
　
　
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

・
大
和
庁
舎
　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

・
塩
沢
庁
舎
　
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
通

院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
（
全
て
に
該
当
す
る
人
）

・
腎
臓
機
能
障
が
い
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
人
工
透
析
な
ど
で
、
毎
週
定
期
的
に
自

家
用
自
動
車
な
ど
で
通
院
し
て
い
る
人

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

・
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

助
成
内
容

　
自
宅
ま
た
は
勤
務
先
な
ど
か
ら
医
療
機

関
ま
で
の
片
道
距
離
に
よ
り
次
の
額
を
支

給
し
ま
す
。

⑴
2
㎞
以
上
5
㎞
未
満

　
　
　
　
　
　
　
月
額
1
、
5
0
0
円

⑵
5
㎞
以
上
10
㎞
未
満

　
　
　
　
　
　
　
月
額
2
、
0
0
0
円

⑶
10
㎞
以
上
　
　
月
額
2
、
5
0
0
円

手
続
き

　
障
害
者
手
帳
、
診
断
書
ま
た
は
1
か
月

分
の
領
収
書
（
診
療
費
明
細
）
な
ど
の
通

院
が
確
認
で
き
る
書
類
と
通
帳
を
お
持
ち

に
な
り
、
福
祉
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ

ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
4
月
30
日
（
火
）

受
付
窓
口

・
本
庁
舎
　
　
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

・
大
和
庁
舎
　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

・
塩
沢
庁
舎
　
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
対
象
者
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
郵

送
し
ま
す
。記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は

　
生
活
の
状
況
を
た
ず
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、心
身
の
状
態
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
生
活
機
能
が
低
下

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
人
に
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

対
象
者

　
3
月
1
日
現
在
65
歳
以
上
で
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

発
送
日
　
3
月
15
日
（
金
）

締
切
り
　
3
月
29
日
（
金
）

提
出
方
法

　
返
信
用
封
筒
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
7

震
災
の
4
か
月
前
に

　
　危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
成

〜
非
常
時
の
対
策
が
功
を
奏
す

　
　
　
　
　
　（東
日
本
大
震
災
）〜

　
地
震
の
あ
っ
た
日
は
午
後
３
時
か
ら

理
事
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
会
議
が
始
ま
る
の
で
そ
の
準

備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、地
震
が
発
生
し

た
の
で
す
。長
く
、そ
し
て
徐
々
に
大
き

く
な
る
揺
れ
に
、尋
常
で
は
な
い
事
態
だ

と
察
し
ま
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
会
議
室
に
は
、す
で
に

理
事
長
や
総
長
な
ど
主
要
な
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
情
報
を
得

よ
う
と
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、思
っ
て
い
た

以
上
の
事
態
の
深
刻
さ
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。そ
こ
で
す
ぐ
に
理
事
会
の
中

止
を
決
定
し
、そ
の
５
分
後
に
は
対
策

本
部
を
設
置
し
た
の
で
す
。

　
本
校
で
は
、２
年
ほ
ど
前
か
ら
災
害

時
の
危
機
管
理
に
関
す
る
マ
ニュ
ア
ル
を

作
成
す
る
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
完
成
し
た
の
が
地
震
発
生
の
４

か
月
前
だ
っ
た
の
で
す
。今
回
は
た
ま
た

ま
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
と
い
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
で
も
、心
が
け
が
あ

る
か
な
い
か
で
、そ
の
対
応
に
大
き
な
差

が
生
じ
る
こ
と
を
実
体
験
し
た
の
で
す
。

　
　
　  （
東
京
都
50
代
　
大
学
職
員
）

【
問
合
せ
】
総
務
課
防
災
庶
務
班

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
0

一日
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
災
害
に
備
え
て
）

人
工
透
析
者
な
ど
の

通
院
費
助
成

【
問
合
せ
】

　
　福
祉
課
包
括
支
援
係

　
　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　
　大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
7
7
7

－

3
1
1
1

　
　六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　
　塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
7
8
2

－

0
2
5
2

介
護
予
防「
基
本
チ
ェッ
ク
リ

ス
ト
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
7

平
成
25
年
度
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
開
始
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● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

4月末で3歳以上の未就
学児と保護者
おむつがとれていること
※最少催行5組

4月末で5歳以上の未就
学児
泳力：不問
※最少催行8人

クロールで25メートル未
満～中上級コースを目指
す小学生
※最少催行10人

初級でタイムを満たしフォ
ーム・受講姿勢など2人
の指導員の審査に合格
した小中学生
泳力：クロール25m・30秒以内
       背泳ぎ25m・35秒以内
※最少催行10人
中級からの進級者または
指導員が認めた小中学生
※最少催行5人

初心者、16歳以上
※最少催行人数10人
初心者、6歳以上
4泳法泳げる人で16歳以上
おおむね60歳以上

16歳以上
※最少催行人数10人

e木 は1回30分で全10回

※教室は都合により、日程・回数などが変更になる場合があります。詳細は各コース教室要項をご覧ください。
※スイミングスクールは記載の受講料のほか、プール利用料が必要です。お得な定期券もありますので、フロントでご相談ください。

会　員 一　般

土

水
木
金
土
土
土
火
水
木
金
金
土
土
土
火
水
木
金
土

木

土
火
木
水
金
水
金
火
水
木

19:00～19:50

18:00～18:50
16:00～16:50
18:00～18:50
10:00～10:50
16:00～16:50
18:00～18:50
17:05～17:55
17:05～17:55
17:05～17:55
17:05～17:55
19:05～19:55
11:05～11:55
17:05～17:55
18:05～18:55
18:00～19:00
18:00～19:00
18:00～19:00
18:00～19:00
11:00～12:00

19:00～20:00

10:00～11:00
11:00～12:00
11:00～12:00
19:00～20:00
13:30～15:00
14:00～15:00
11:00～12:00
20:05～20:55
11:10～12:00
14:20～14:50

定員

＊最少催行人数に達しない場合は、中止となる場合があります。25年度スポパラ会員優先ですが、会員で定員を超えた場合も抽選となります＊

参加対象者
受　講　料

コース 記 号 初  日

5,500円

5,500円

5,500円

5,500円

5,500円

ｅ木
3,000円

10組

各20人

各40人

各30人

Ｃ土のみ
40人

各15人

30人
30人
30人
15人
30人
30人
30人
40人
20人

親子

幼児

初級

中級

上級

レディース

一般成人

シニア
水中歩行

アクア
エクササイズ

Ｏ土7

Ａ水6
Ａ木4
Ａ金6
Ａ土10
Ａ土4
Ａ土6
Ｂ火
Ｂ水
Ｂ木
Ｂ金5
Ｂ金7
Ｂ土11
Ｂ土5
Ｂ土6
Ｃ火
Ｃ水
Ｃ木
Ｃ金
Ｃ土

Ｄ木

Ｄ土
Ｌ火
Ｌ木
Ｆ水
Ｆ金
Ｓ水
Ｈ金
Ｅ火
Ｅ水
ｅ木

4月13日

4月10日
4月11日
4月12日
4月13日
4月13日
4月13日
4月  9日
4月10日
4月11日
4月12日
4月12日
4月13日
4月13日
4月13日
4月  9日
4月10日
4月11日
4月12日
4月13日

4月11日

4月13日
4月  9日
4月11日
4月10日
4月12日
4月10日
4月12日
4月  9日
4月10日
4月11日

曜日 回数時　間

13

13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13

13

13
13
13
13
13
13
13
13
13
10

保護者が
会員
800円

1,500円

無　料

JSC員
3,500円

無　料

JSC員
3,500円

2教室目から
5,500円

水
中
運
動
教
室

水

　泳

　教

　室

無　料

2教室目から
5,500円

2教室目が
ｅ木 の場合
3,000円

25年度会員募集中!
月曜日休館

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

25年度　｢スイミングスクール｣　第1期（4月～7月）　生徒募集
　水泳・水中運動なら無理なく身体が動かせます。泳力・体力向上やシェイプアップなど目的に合わせた教室を開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。会員はディスポートの個人定期券が30％引き！ 水泳以外の教室も割引があります。
※ 会員 とは南魚スポーツパラダイス会員の略、 JSC員 とはジュニアスポーツクラブ会員の略です
　締 切 り： ３月１４日（木）２１:３０
　申込方法：ディスポートに申込み用紙とハガキを用意しました。必要事項を記入し、フロントに提出してください。
　選考方法：定員を超えた場合は １６日（土）1７:００から ディスポートで抽選を行います。（結果はハガキで送付します）

市報３月１日号と同
時配布の保存版パ
ンフレットも合わせ
てご覧ください。

　
次
の
条
件
に
該
当
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用

券
が
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
人
（
児
童
を
含
む
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
自
動
車
を
運
転

で
き
な
い
障
が
い
者
で
、
次
の
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
〜
4
級
）

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
に
必
要
な
も
の

・
手
帳
（
重
複
し
て
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
両
方
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
直
接
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
　
　
3
月
1
日
（
金
）

年
間
交
付
枚
数
　
1
人
に
つ
き
30
枚

　
　
　
　
　
　
　（
施
設
入
所
者
は
15
枚
）

利
用
方
法

　
タ
ク
シ
ー
券
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し
、
1
乗
車
に

つ
き
、料
金
の
総
額
の
範
囲
内
で
6
枚（
1

枚
5
0
0
円
）
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

受
付
窓
口

・
本
庁
舎
　
　
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

・
大
和
庁
舎
　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

・
塩
沢
庁
舎
　
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
通

院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
（
全
て
に
該
当
す
る
人
）

・
腎
臓
機
能
障
が
い
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
人
工
透
析
な
ど
で
、
毎
週
定
期
的
に
自

家
用
自
動
車
な
ど
で
通
院
し
て
い
る
人

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

・
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

助
成
内
容

　
自
宅
ま
た
は
勤
務
先
な
ど
か
ら
医
療
機

関
ま
で
の
片
道
距
離
に
よ
り
次
の
額
を
支

給
し
ま
す
。

⑴
2
㎞
以
上
5
㎞
未
満

　
　
　
　
　
　
　
月
額
1
、
5
0
0
円

⑵
5
㎞
以
上
10
㎞
未
満

　
　
　
　
　
　
　
月
額
2
、
0
0
0
円

⑶
10
㎞
以
上
　
　
月
額
2
、
5
0
0
円

手
続
き

　
障
害
者
手
帳
、
診
断
書
ま
た
は
1
か
月

分
の
領
収
書
（
診
療
費
明
細
）
な
ど
の
通

院
が
確
認
で
き
る
書
類
と
通
帳
を
お
持
ち

に
な
り
、
福
祉
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ

ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
4
月
30
日
（
火
）

受
付
窓
口

・
本
庁
舎
　
　
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

・
大
和
庁
舎
　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

・
塩
沢
庁
舎
　
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
対
象
者
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
郵

送
し
ま
す
。記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は

　
生
活
の
状
況
を
た
ず
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、心
身
の
状
態
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
生
活
機
能
が
低
下

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
人
に
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

対
象
者

　
3
月
1
日
現
在
65
歳
以
上
で
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

発
送
日
　
3
月
15
日
（
金
）

締
切
り
　
3
月
29
日
（
金
）

提
出
方
法

　
返
信
用
封
筒
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
7

震
災
の
4
か
月
前
に

　
　危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
成

〜
非
常
時
の
対
策
が
功
を
奏
す

　
　
　
　
　
　（東
日
本
大
震
災
）〜

　
地
震
の
あ
っ
た
日
は
午
後
３
時
か
ら

理
事
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
会
議
が
始
ま
る
の
で
そ
の
準

備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、地
震
が
発
生
し

た
の
で
す
。長
く
、そ
し
て
徐
々
に
大
き

く
な
る
揺
れ
に
、尋
常
で
は
な
い
事
態
だ

と
察
し
ま
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
会
議
室
に
は
、す
で
に

理
事
長
や
総
長
な
ど
主
要
な
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
情
報
を
得

よ
う
と
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、思
っ
て
い
た

以
上
の
事
態
の
深
刻
さ
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。そ
こ
で
す
ぐ
に
理
事
会
の
中

止
を
決
定
し
、そ
の
５
分
後
に
は
対
策

本
部
を
設
置
し
た
の
で
す
。

　
本
校
で
は
、２
年
ほ
ど
前
か
ら
災
害

時
の
危
機
管
理
に
関
す
る
マ
ニュ
ア
ル
を

作
成
す
る
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
完
成
し
た
の
が
地
震
発
生
の
４

か
月
前
だ
っ
た
の
で
す
。今
回
は
た
ま
た

ま
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
と
い
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
で
も
、心
が
け
が
あ

る
か
な
い
か
で
、そ
の
対
応
に
大
き
な
差

が
生
じ
る
こ
と
を
実
体
験
し
た
の
で
す
。

　
　
　  （
東
京
都
50
代
　
大
学
職
員
）

【
問
合
せ
】
総
務
課
防
災
庶
務
班

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
0

一日
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
災
害
に
備
え
て
）

人
工
透
析
者
な
ど
の

通
院
費
助
成

【
問
合
せ
】

　
　福
祉
課
包
括
支
援
係

　
　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　
　大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
7
7
7

－

3
1
1
1

　
　六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　
　塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
7
8
2

－

0
2
5
2

介
護
予
防「
基
本
チ
ェッ
ク
リ

ス
ト
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
7

平
成
25
年
度
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
開
始

9
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　このスクールは1年単位です。会員は受講料の割引きがあり、ディスポートの個人定期券も
30％引きに! 会員が絶対お得!!
＊通年教室のため、定員に空きが無い場合、募集は行いません。あらかじめご了承ください。
締 切 り： ３月１０日（日） １７：００
申込方法：ディスポートに申込み用紙を用意しました。必要事項を記入し、フロントへ提出してください。
選考方法： ３月１２日（火） １９：００から 各コースで泳力テストを行います。
　　　　　10分前までにお越しいただき、フロントで「泳力テスト」と申し出てください。入場料は無料です。

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

ビーバー

イルカ

土

木

ＢＶ

ⅠＫ

10：00～11：00

20：00～21：00

前期～8/31
（4/13～3/22）

　
前期～8/29

（4/11～3/20）

4月末で5歳以上
けのびが5ｍ以上でき
る子ども（泳法不問）
年齢：不問
泳力：２泳法で25ｍ以
　　　上泳げること

前期18回
（全44）
　

前期18回
（全44）

若干名

若干名

＊未就学児の場合、保護者がスポーツパラダイス会員であれば、会員料金とします。なお、ディスポート定期券購入の際も、会員割引が適用となります。
＊教室は都合により、日程・回数・料金などが変更になる場合があります。なお、詳細は各コース参加申込書をご覧ください。

参加対象者 受　講　料コース 曜日記号 時　間期　間 回 数 募集人員
 会   員　年12,000円
    （4月～8月  5,000円）
 JSC員   年18,000円
    （4月～8月  7,500円）
 一   般　年24,000円
    （4月～8月10,000円）
※未就学児は上記のほか、
　別途800円が必要です  

【春休み営業時間】　　３月２３日（土）～３１日（日）　コース開設時間：９：００～１６：００
【営 業 終 了 日】　　ナイター営業は３月２１日（木）まで。今シーズンの営業は３月３１日（日）までです。
　　　　　　　　　　　ご利用ください。

欠之上クロスカントリー施設

長期スイミングスクール（通年）　生徒募集

申込方法　スポパラ会員の入会・更新を希望する人は、入会申込用紙の教室参加希望欄に○印をつけてください。
　　　　　教室のみ参加を希望する人は、各教室の申込書に必要事項を記入し、受講料を添えてお申し込みくださ

い。都合により日時・会場は変更する場合があります。詳細は募集要項をご覧ください。

25年度　スポーツ教室参加者募集中

＊＊＊ ６人制ワンバウンドバレーボール教室 ＊＊＊
　ボールを一度バウンドさせて行うバレーボールで、どなたでも気軽にできます。一度見学に来てみませんか！

●日　時：４月～３月（毎週火・金曜）13：30～15：30
●会　場：ディスポートアリーナほか
●対　象：女性45歳以上・男性60歳以上

受
講
料

会員

一般

無　料

4，000円

＊＊＊　スポレッククラブ　＊＊＊
　スポンジボールをプラスチック製のラケットで打合う、テニスのようなスポーツです。個人でも、友達同士でも、
幅広い年齢層でどなたでも簡単にプレーできます。

●日　時：４月～３月（毎週金曜）19：30～21：30
●会　場：ディスポートアリーナ
●対　象：小学生以上

受
講
料

会員

一般

無　料

4，000円

＊＊＊　チャレンジ坂戸山登山　＊＊＊
　登るほどに味わいを見せてくれる坂戸山に魅せられて、毎年参加者が増加中！ まずは、40回を目標にチャレンジ！

●期　間：５月１日～10月31日（６か月）
●出発式：５月１日（水）午前６時　ディスポート駐車場集合
●方　法：山頂に設置してある登山記録簿に記入する。
　　　　　※年間達成目標回数　40回（達成者には、記念盾贈呈）

受
講
料

会員

一般

無　料

4，000円

＊＊＊　卓球教室　＊＊＊
　経験・年齢・性別問いません！ 健康づくり仲間作り、楽しく汗を流しましょう！

●日　時：４月～３月  （水・土曜）10：00～12：00  （火・木曜）19：30～21：30
●会　場：ディスポートアリーナ（７月～９月は日時・会場を変更する場合があります）
●対　象：小学生以上

受
講
料

会員

一般

無　料
大　　人　 1回200円
高校生以下 1回100円

　「健康のため」「ダイエットのため」目的はあっても1人でトレーニングを続けるのは難しいもの。そこで目標を
設定しました。少しずつマイペースで挑戦してください。（年間目標達成者には記念品・記録証を進呈）

＊＊＊ チャレンジ日本縦断（ウォーキング・ランニング・スイミング・水中歩行・歩くスキー） ＊＊＊

●期　間：５月１日～２月末日（10か月間）
●方　法：トレーニング後、ディスポートフロントで記録簿に記入。 受

講
料

会員

一般

無　料

4，000円
ウォーキング
ランニング
スイミング

２００.００km
４２１.９５km
６０.００km

水中歩行
歩くスキー
　

２０.００km
２００.００km

　
年間達成目標距離

池田記念美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

３月の休館：毎週水曜日・28日（木）
780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp

￥一般500円／高校生以下（無料）
TEL FAX URL

南魚沼市民会館
受付8：30～17：15

３月の休館：毎週月曜日

“日本サッカー”ワールドカップへの道

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

●  ● 展覧会 ●  ●

春をよぶハーモニー
Colluce〈コルーチェ〉ミニコンサート

■日　時　3月24日（日）
　　　　　開演14：00
■料　金　500円（入館料として）
■出演者　・Colluce
　　　　　　　小野瀬はるか
　　　　　　　（バイオリン）
　　　　　　　栗田裕子（歌）
　　　　　・特別ゲスト
　　　　　　清田千絵（ピアノ）
　多くの人々に安らぎと希望を与える心地よい時間を
お届けします。お子さま向けのプログラムもあります。

　11回目を迎える、春のリコーダーコンサート。
　あたたかなリコーダーの響きをご堪能ください。

■日　時　3月3日（日）
　　　　　開演14：00（開場13：30）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　入場無料　※お気軽にお越しください
■出　演　南魚沼市民会館リコーダー教室参加者
■指揮・指導　小池純夫
■友情出演　・ KRO小出郷リコーダーオーケストラ
　　　　　　・ 十日町リコーダーアンサンブル
　　　　　　・ 北辰小学校辰の子リコーダークラブ
　　　　　　・ 佐渡リコーダー愛好会
　　　　　　・ リコーダートリオRK

【第8回　南魚沼吹奏楽フェスティバル
　～響け！ 復興のハーモニー～】

　南魚沼の吹奏楽部および吹奏楽団が一堂に会し
ての合同演奏会！ 総勢200人による迫力のステージ！ 
ぜひお聞きください！！
■日　時　3月17日（日）　開演13：30（開場13：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　入場無料　※お気軽にお越しください

■会　期　3月31日（日）まで
　日本代表のサッカーカードを中心に展示します。
【展示予定カード】「2011-2012サッカー日本代表オフィ
シャルトレーディングカード スペシャルエディション」
「2012サッカー日本代表オフィシャルトレーディングカー
ド」「なでしこジャパン」（過去の日本代表カードより）抜粋

陶芸家の作る日常の器市
●  ● イベント ●  ●

■期　間　3月20日（水）まで
　毎日使える器こそいいものを。ミュージアムショップで
地元の陶芸家の食器の数 を々販売します。
　出展作家は吉田明、村山大介（十日町市）、駒形悦
子（魚沼市）、外山仁（南魚沼市）です。

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

772-7171 http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/TEL URL

【第11回  リコーダーコンサート】

■日　時　5月26日（日）
　　　　　開演18：30（開場18：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　全席指定 5,000円（当日5,500円）
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
※3月3日（日）から会館、会館プレイガイドで発売！

　平成25年度賛助会員の募集を開始しました。大勢
の方のご入会をお待ちしております。

●  ● 賛助会員の募集 ●  ●

【鼓童  ワン・アース・ツアー2013  ～伝説】

　1920年代を中心にパリのモンマルトルやモンパルナ
スで活動した画家たちと、古来から伝わる粋な日本の
美を融合。棟方志功、喜多川歌麿、葛飾北斎、ピカソ、
シャガール、ユトリロなどを展示。
■期　間　3月24日（日）まで

第4期　エコール・ド・パリの画家たちと日本の美
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　このスクールは1年単位です。会員は受講料の割引きがあり、ディスポートの個人定期券も
30％引きに! 会員が絶対お得!!
＊通年教室のため、定員に空きが無い場合、募集は行いません。あらかじめご了承ください。
締 切 り： ３月１０日（日） １７：００
申込方法：ディスポートに申込み用紙を用意しました。必要事項を記入し、フロントへ提出してください。
選考方法： ３月１２日（火） １９：００から 各コースで泳力テストを行います。
　　　　　10分前までにお越しいただき、フロントで「泳力テスト」と申し出てください。入場料は無料です。
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10：00～11：00

20：00～21：00

前期～8/31
（4/13～3/22）

　
前期～8/29

（4/11～3/20）

4月末で5歳以上
けのびが5ｍ以上でき
る子ども（泳法不問）
年齢：不問
泳力：２泳法で25ｍ以
　　　上泳げること

前期18回
（全44）
　

前期18回
（全44）

若干名

若干名

＊未就学児の場合、保護者がスポーツパラダイス会員であれば、会員料金とします。なお、ディスポート定期券購入の際も、会員割引が適用となります。
＊教室は都合により、日程・回数・料金などが変更になる場合があります。なお、詳細は各コース参加申込書をご覧ください。

参加対象者 受　講　料コース 曜日記号 時　間期　間 回 数 募集人員
 会   員　年12,000円
    （4月～8月  5,000円）
 JSC員   年18,000円
    （4月～8月  7,500円）
 一   般　年24,000円
    （4月～8月10,000円）
※未就学児は上記のほか、
　別途800円が必要です  

【春休み営業時間】　　３月２３日（土）～３１日（日）　コース開設時間：９：００～１６：００
【営 業 終 了 日】　　ナイター営業は３月２１日（木）まで。今シーズンの営業は３月３１日（日）までです。
　　　　　　　　　　　ご利用ください。

欠之上クロスカントリー施設

長期スイミングスクール（通年）　生徒募集

申込方法　スポパラ会員の入会・更新を希望する人は、入会申込用紙の教室参加希望欄に○印をつけてください。
　　　　　教室のみ参加を希望する人は、各教室の申込書に必要事項を記入し、受講料を添えてお申し込みくださ

い。都合により日時・会場は変更する場合があります。詳細は募集要項をご覧ください。

25年度　スポーツ教室参加者募集中

＊＊＊ ６人制ワンバウンドバレーボール教室 ＊＊＊
　ボールを一度バウンドさせて行うバレーボールで、どなたでも気軽にできます。一度見学に来てみませんか！

●日　時：４月～３月（毎週火・金曜）13：30～15：30
●会　場：ディスポートアリーナほか
●対　象：女性45歳以上・男性60歳以上

受
講
料

会員

一般

無　料

4，000円

＊＊＊　スポレッククラブ　＊＊＊
　スポンジボールをプラスチック製のラケットで打合う、テニスのようなスポーツです。個人でも、友達同士でも、
幅広い年齢層でどなたでも簡単にプレーできます。

●日　時：４月～３月（毎週金曜）19：30～21：30
●会　場：ディスポートアリーナ
●対　象：小学生以上

受
講
料

会員

一般

無　料

4，000円

＊＊＊　チャレンジ坂戸山登山　＊＊＊
　登るほどに味わいを見せてくれる坂戸山に魅せられて、毎年参加者が増加中！ まずは、40回を目標にチャレンジ！

●期　間：５月１日～10月31日（６か月）
●出発式：５月１日（水）午前６時　ディスポート駐車場集合
●方　法：山頂に設置してある登山記録簿に記入する。
　　　　　※年間達成目標回数　40回（達成者には、記念盾贈呈）

受
講
料

会員

一般

無　料

4，000円

＊＊＊　卓球教室　＊＊＊
　経験・年齢・性別問いません！ 健康づくり仲間作り、楽しく汗を流しましょう！

●日　時：４月～３月  （水・土曜）10：00～12：00  （火・木曜）19：30～21：30
●会　場：ディスポートアリーナ（７月～９月は日時・会場を変更する場合があります）
●対　象：小学生以上

受
講
料

会員

一般

無　料
大　　人　 1回200円
高校生以下 1回100円

　「健康のため」「ダイエットのため」目的はあっても1人でトレーニングを続けるのは難しいもの。そこで目標を
設定しました。少しずつマイペースで挑戦してください。（年間目標達成者には記念品・記録証を進呈）

＊＊＊ チャレンジ日本縦断（ウォーキング・ランニング・スイミング・水中歩行・歩くスキー） ＊＊＊

●期　間：５月１日～２月末日（10か月間）
●方　法：トレーニング後、ディスポートフロントで記録簿に記入。 受

講
料

会員

一般

無　料

4，000円
ウォーキング
ランニング
スイミング

２００.００km
４２１.９５km
６０.００km

水中歩行
歩くスキー
　

２０.００km
２００.００km

　
年間達成目標距離

池田記念美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

３月の休館：毎週水曜日・28日（木）
780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp

￥一般500円／高校生以下（無料）
TEL FAX URL

南魚沼市民会館
受付8：30～17：15

３月の休館：毎週月曜日

“日本サッカー”ワールドカップへの道

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

●  ● 展覧会 ●  ●

春をよぶハーモニー
Colluce〈コルーチェ〉ミニコンサート

■日　時　3月24日（日）
　　　　　開演14：00
■料　金　500円（入館料として）
■出演者　・Colluce
　　　　　　　小野瀬はるか
　　　　　　　（バイオリン）
　　　　　　　栗田裕子（歌）
　　　　　・特別ゲスト
　　　　　　清田千絵（ピアノ）
　多くの人々に安らぎと希望を与える心地よい時間を
お届けします。お子さま向けのプログラムもあります。

　11回目を迎える、春のリコーダーコンサート。
　あたたかなリコーダーの響きをご堪能ください。

■日　時　3月3日（日）
　　　　　開演14：00（開場13：30）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　入場無料　※お気軽にお越しください
■出　演　南魚沼市民会館リコーダー教室参加者
■指揮・指導　小池純夫
■友情出演　・ KRO小出郷リコーダーオーケストラ
　　　　　　・ 十日町リコーダーアンサンブル
　　　　　　・ 北辰小学校辰の子リコーダークラブ
　　　　　　・ 佐渡リコーダー愛好会
　　　　　　・ リコーダートリオRK

【第8回　南魚沼吹奏楽フェスティバル
　～響け！ 復興のハーモニー～】

　南魚沼の吹奏楽部および吹奏楽団が一堂に会し
ての合同演奏会！ 総勢200人による迫力のステージ！ 
ぜひお聞きください！！
■日　時　3月17日（日）　開演13：30（開場13：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　入場無料　※お気軽にお越しください

■会　期　3月31日（日）まで
　日本代表のサッカーカードを中心に展示します。
【展示予定カード】「2011-2012サッカー日本代表オフィ
シャルトレーディングカード スペシャルエディション」
「2012サッカー日本代表オフィシャルトレーディングカー
ド」「なでしこジャパン」（過去の日本代表カードより）抜粋

陶芸家の作る日常の器市
●  ● イベント ●  ●

■期　間　3月20日（水）まで
　毎日使える器こそいいものを。ミュージアムショップで
地元の陶芸家の食器の数 を々販売します。
　出展作家は吉田明、村山大介（十日町市）、駒形悦
子（魚沼市）、外山仁（南魚沼市）です。

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

772-7171 http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/TEL URL

【第11回  リコーダーコンサート】

■日　時　5月26日（日）
　　　　　開演18：30（開場18：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　全席指定 5,000円（当日5,500円）
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
※3月3日（日）から会館、会館プレイガイドで発売！

　平成25年度賛助会員の募集を開始しました。大勢
の方のご入会をお待ちしております。

●  ● 賛助会員の募集 ●  ●

【鼓童  ワン・アース・ツアー2013  ～伝説】

　1920年代を中心にパリのモンマルトルやモンパルナ
スで活動した画家たちと、古来から伝わる粋な日本の
美を融合。棟方志功、喜多川歌麿、葛飾北斎、ピカソ、
シャガール、ユトリロなどを展示。
■期　間　3月24日（日）まで

第4期　エコール・ド・パリの画家たちと日本の美
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鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

３月の休館：26日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内小中学生は無料）
FAXTEL

花紬（はなつむぎ）たいけん

「和姫（にこひめ）」前回より

　雪月花のごとく美しい体験。
しなやかな紬や彩り豊かな押
花で遊んでみませんか。

■内容　・つむぎ細工コース
　　　　　（ストラップ作り）
　　　　・押花コース（キーホルダー・絵ハガキ作り）
■期日　3月3日（日）・4日（月）・9日（土）
■時間　9：30～11：30、13：00～15：00
　　　　（時間内であればいつでも体験可能です）
■料金　1回500円～（市民以外は観覧料が別途必要）

今福進人形展　25日（月）まで開催中！
　南魚沼市内に工房を構える今福進氏が、昭和時
代の駒まわし、綱引き、縄とびなどの遊びや懐かしい
風景を再現しています。愛くるしいお人形が、皆さまの
ご来館をお待ちしています。※市民の皆さまは入場無
料。受付で住所をお知らせください。
■会　期　3月25日（月）まで
■主　催　射干の会
　同時開催　第8回三国街道塩沢宿ひな雪見かざり
　享保雛や古今雛など貴重な雛人形を展示しています。

￥一般500円／小中高250円

今泉記念館
9：00～17：00（入館終了16：30）

３月の休館：毎週水曜日・５日（火）～７日（木）（展示替え）
TEL FAX783-4500 783-4883

http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumikinenkanURL

　第三期・作品の展示替えを行います。常設展「棟
方志功の世界」の一部作品の入れ替えと、市所蔵作
品の中から日本画、木版画の作品にスポットをあて、
「日本の伝統美」をテーマとした企画展開催準備のた
め3月5日（火）から7日（木）まで休館します。

臨時休館のお知らせ

今泉記念館・アートステーション　8日（金）～
 常設展
◆「棟方志功の世界」
　代表作「女人の柵」を
始め、今回は志功が生涯
の師として敬い続けた陶
芸家・河井寛次郎を賛美
し制作した戦後初の板画
「鐘渓頌板画巻」シリーズ
や油彩「越後亀田／長谷
川邸庭」、「雲取瀧清景之
図」などを新たに加え、40
余点を展示します。
 企画展
◆「伝統の美  日本画展」
　近代日本画壇に
おいて大きな足跡を
残した巨匠と現在、
人気実力作家とし
て活躍されている俊
英作家による作品
展です。

〈展示作家〉　土田麦僊、奥村土牛、岩橋英遠、
　　　　　　奥田元宋、片岡球子　ほか

◆「吉田博と伊東深水・川瀬巴水　大正の新版画展」
　絵師・彫師・摺師・三者の分
業で制作された江戸時代の浮
世絵の復興を目指して大正期
に制作された「新版画」の作品
展です。
　伝統木版の技術を結集し、
新しい感覚で制作された吉田
博の作品を中心に伊東深水、
川瀬巴水の作品もあわせて紹
介します。

税金 郵送で口座振替の手続き郵送で口座振替の手続き
お出かけ不要、うっかり忘れも防げます！

【問合せ】税務課 収税班　☎773－6669

～締切り：３月２２日（金）必着分まで～

　口座振替は、一度お申し込みいただくと以後、納期限日に自動
的に指定口座から引き落としで納税できる便利な制度です。平日、
金融機関で手続きできない人は、この機会にぜひお申し込みくだ
さい。
　申込方法は、このページを切り取り、裏面の依頼書に必要事項
を記入し通帳の届出印を押して、16ページを切り抜いて封筒を
作って郵送してください。

◎記入の注意事項
１　平日（9：00～17：00）に連絡が取ることができる電話番号を書
いてください

２　返信用の封筒は郵送料無料です
３　手続き終了後、１か月以内に申し込まれた人に振替開始日を
お知らせします

４　裏面の依頼書で、振替方法の欄に記入がない場合は「期別」
を選択したものとします

５　振替日は各納期限日（月末）です。（月末が土日・休日の場
合は翌営業日か市の指定する日）

６　次の南魚沼市および金融機関との確約事項をご了解のうえ、
お申し込みください

確約事項
１　裏面納税義務者が南魚沼市へ払うべき市税の納付額を記録した磁気媒体もしくは納付書（以下「納
付書等」）の送付があったときは、貴金融機関において振替日に裏面の指定預貯金口座から納付書等
記載の金額を振替納付してください。
２　前項の手続きについて当座勘定規定、または普通預貯金規定に基づいて当方が行うべき当座小切手
および普通預貯金払戻請求書は提出しませんので、貴金融機関所定の方法で処理してください。
３　指定預貯金残高が振替日において納付金額に満たないときは当該納付書等を南魚沼市へ返却されて
も異議ありません。
４　領収書は、預貯金通帳の記帳により省略して差し支えありません。
５　当方の都合により、この取り扱いを解約する場合は、南魚沼市へ解約届を提出します。
６　残高不足により振替不能が続く場合や貴金融機関の定めた期間または南魚沼市で過去３年以上課税
がない場合等、貴金融機関または南魚沼市が必要と認めたときは、この取り扱いを終了されても異議
ありません。
７　裏面納税義務者に係る市税の過誤納による還付が生じた場合は、この口座に振り込んでください。
ただし、納税準備預金口座には振り込みできませんので、納税義務者が別に指定する口座で還付金を
受け取ります。
８　一括全納の口座振替が不能となった場合は、２期から期別振替とすることに異議ありません。
９　この取り扱いについて、いかなる紛議が生じても貴金融機関には迷惑をおかけいたしません。

《対象の金融機関》
①　北越銀行
②　第四銀行
③　大光銀行
④　長岡信用金庫
⑤　新潟県信用組合
⑥　塩沢信用組合
⑦　新潟県労働金庫
⑧　しおざわ農協
⑨　魚沼みなみ農協
⑩　ゆうちょ銀行・郵便局

トミオカホワイト美術館
10：00～17：00（入館終了16：30）

３月の休館：毎週水曜日（祝日は翌日）・　　　
 　　　　　12日（火）～15日（金）（展示替え）

トミオカホワイトの雪流Ⅲ　11日（月）まで

775-3646
【3月の市民招待は8日（金）・18日（月）・28日（木）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

TEL

雪国・早春・野1990

　雪流と題して、ご覧いただ
いてきました今展示も11日
（月）までとなりました。
　トミオカホワイトと淡い色彩
が織りなす雪国の情景を移
ろいゆく季節を感じながらご
ゆっくりとご鑑賞ください。

コーラスひまわりのミニコンサート開催
■日　時　3月16日（土） 14：00～
※コンサートは無料ですが、観覧料は別途必要です

棟方志功
「門世の柵・なでしこ妃の柵」

（板画）

上村淳之「鳥」（日本画）

伊東深水「花見」（木版画）

き
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※共有分の納税義務者は、納税通知書の宛名のとおり記入してください

※金融機関等処理欄　　【不備返送先】〒949－6696　南魚沼市 六日町180番地1　南魚沼市　税務課（収税班）

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

通知書番号（必記事項）

期別　・　全納１．固定資産税（都市計画税）

１期２．市民税・県民税
　　（家屋敷は市外の方のみ）

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者 住　　所
〒949－
南魚沼市

２．振替納付する税の種類と納税義務者　　※国民健康保険税は「世帯主」が納税義務者です

南魚沼市税 口座振替 依頼書・自動払込 利用申込 ○収 ○加 
受付日付印取扱金融機関　御中　　南魚沼市長　宛

下記の名義の口座から、市税を口座振替で納付を希望します。裏面事項を確約のうえ依頼します。

口座名義人
（カタカナ）

口 座 種 別
（○をつける）

種　別
コード

種　目
コード

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

口 座 番 号
（右からつめて記入）

口座名義人
（名称）

ゆうちょ
銀　　行
以 外 の
金融機関

ゆうちょ
銀　　行

届出印

金融機関コード

銀行・金庫
信 用 組 合
農業協同組合

本店（所）
支店（所）
出 張 所

支店コード

通帳番号（右からつめて記入）通　帳　記　号

通知書番号（必記事項）

１．市県民税

期別　・　全納

２．固定資産税（都市計画税）
全納３．軽自動車税

４．国民健康保険税

※納税義務者の全車両が対象
※通知書番号の中 7桁を記入

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者
明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日生年月日

住　　所

加入者名 南魚沼市会計管理者00560 5 960282口座番号払込先

の
0135166

〒949－
南魚沼市

〒949－
南魚沼市

電話番号  　（　　　　　）　　　　　　　　

1．普通　2．当座　3．納税準備

住　　所

１．申請者と指定預貯金口座

平成  年  月  日

この依頼書（申込書）は郵送専用です。金融機関（郵便局）窓口では受付できません。
直接、金融機関の窓口で口座振替を依頼される場合は、この用紙とは別の金融機関窓口
用の用紙をご利用ください。

平成25年3月22日　南魚沼市役所（必着）

ゆうちょ銀行を指定
の場合は「自動払込
み規定」が適用され
ます

１．口座番号相違　２．口座名義相違
３．印鑑相違　　　４．口座なし
５．その他（　　　　　　　　　　）

上記の届出を承諾します。
　　　 平成　　年　　月　　日

金融機関名

金融機関承認印取扱店日付印

個
人
・
法
人
分

期別　・　全納
期別　・　全納

共
有
分

不
備
理
由
認
印

照
合

受
付

25年度1期から

25年度1期から

25年度1期から
翌年度から

25年度1期から

25年度1期から

※共有分の納税義務者は、納税通知書の宛名のとおり記入してください

※金融機関等処理欄　　【不備返送先】〒949－6696　南魚沼市 六日町180番地1　南魚沼市　税務課（収税班）

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

通知書番号（必記事項）

期別　・　全納１．固定資産税（都市計画税）

１期２．市民税・県民税
　　（家屋敷は市外の方のみ）

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者 住　　所
〒949－
南魚沼市

２．振替納付する税の種類と納税義務者　　※国民健康保険税は「世帯主」が納税義務者です

南魚沼市税 口座振替 依頼書・自動払込 利用申込 ○収 ○加 
受付日付印取扱金融機関　御中　　南魚沼市長　宛

下記の名義の口座から、市税を口座振替で納付を希望します。裏面事項を確約のうえ依頼します。

口座名義人
（カタカナ）

口 座 種 別
（○をつける）

種　別
コード

種　目
コード

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

口 座 番 号
（右からつめて記入）

口座名義人
（名称）

ゆうちょ
銀　　行
以 外 の
金融機関

ゆうちょ
銀　　行

届出印

金融機関コード

銀行・金庫
信 用 組 合
農業協同組合

本店（所）
支店（所）
出 張 所

支店コード

通帳番号（右からつめて記入）通　帳　記　号

通知書番号（必記事項）

１．市県民税

期別　・　全納

２．固定資産税（都市計画税）
全納３．軽自動車税

４．国民健康保険税

※納税義務者の全車両が対象
※通知書番号の中 7桁を記入

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者
明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日生年月日

住　　所

加入者名 南魚沼市会計管理者00560 5 960282口座番号払込先

の
0135166

〒949－
南魚沼市

〒949－
南魚沼市

電話番号  　（　　　　　）　　　　　　　　

1．普通　2．当座　3．納税準備

住　　所

１．申請者と指定預貯金口座

平成  年  月  日

この依頼書（申込書）は郵送専用です。金融機関（郵便局）窓口では受付できません。
直接、金融機関の窓口で口座振替を依頼される場合は、この用紙とは別の金融機関窓口
用の用紙をご利用ください。

平成25年3月22日　南魚沼市役所（必着）

ゆうちょ銀行を指定
の場合は「自動払込
み規定」が適用され
ます

１．口座番号相違　２．口座名義相違
３．　印鑑相違　　４．口座なし
５．その他（　　　　　　　　　　）

上記の届出を承諾します。
　　　 平成　　年　　月　　日

金融機関名

金融機関承認印取扱店日付印

個
人
・
法
人
分

期別　・　全納
期別　・　全納

共
有
分

不
備
理
由
認
印

照
合

受
付

25年度1期から

25年度1期から

25年度1期から
翌年度から

25年度1期から

25年度1期から

き

　り

　と

　り

　線

記入例

9：00～17：00に
連絡が取れる番号を記
入してください

今回の振替は
「25年１期」
から開始です

希望する振替方
法に○印をつけ
てください

投函日を記入し
てください

種　別
コード

種　目
コード

（名称）

ゆうちょ
銀　　行
以 外 の
金融機関 金融機関コード

銀行・金庫
信 用 組 合
農業協同組合

訂正がある場合《訂正例》

通帳届出印を、はっきりと
押してください

不鮮明、重ね押しの場合は、
再度余白に押印してください

不鮮明 重ね押し

預金通帳の口座
名義人名のカタ
カナを正確に記
入してください

納税義務者の住
所・氏名を記入
してください
※国民健康保険
　税は、世帯単
　位での加入の
　ため、納税義
　務者は世帯主
　です

希望する税目に
○をつけてくだ
さい

共有名義の固定資産税
と市県民税（家屋敷分）
を口座振替に希望する
場合は、納税通知書に
記載されている納税義
務者の氏名・住所を記
入してください。
（例）
「南魚沼　太郎・花子」
「南魚沼　太郎外２名」

～納税通知書の通知書番号のうち下記の部分を記入してください～
■ 市県民税 ■ 固定資産税

■ 国民健康保険税

0 0 0 0 0 2 2 2 3 4 5 6 0 0 0 0

「0」５つ
記入不要

中７桁の数字
ココだけ記入

通知書番号の下7桁の数字

「0」４つ
記入不要

通知書番号の下7桁の数字

通知書番号の中7桁の数字
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※共有分の納税義務者は、納税通知書の宛名のとおり記入してください

※金融機関等処理欄　　【不備返送先】〒949－6696　南魚沼市 六日町180番地1　南魚沼市　税務課（収税班）

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

通知書番号（必記事項）

期別　・　全納１．固定資産税（都市計画税）

１期２．市民税・県民税
　　（家屋敷は市外の方のみ）

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者 住　　所
〒949－
南魚沼市

２．振替納付する税の種類と納税義務者　　※国民健康保険税は「世帯主」が納税義務者です

南魚沼市税 口座振替 依頼書・自動払込 利用申込 ○収 ○加 
受付日付印取扱金融機関　御中　　南魚沼市長　宛

下記の名義の口座から、市税を口座振替で納付を希望します。裏面事項を確約のうえ依頼します。

口座名義人
（カタカナ）

口 座 種 別
（○をつける）

種　別
コード

種　目
コード

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

口 座 番 号
（右からつめて記入）

口座名義人
（名称）

ゆうちょ
銀　　行
以 外 の
金融機関

ゆうちょ
銀　　行

届出印

金融機関コード

銀行・金庫
信 用 組 合
農業協同組合

本店（所）
支店（所）
出 張 所

支店コード

通帳番号（右からつめて記入）通　帳　記　号

通知書番号（必記事項）

１．市県民税

期別　・　全納

２．固定資産税（都市計画税）
全納３．軽自動車税

４．国民健康保険税

※納税義務者の全車両が対象
※通知書番号の中 7桁を記入

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者
明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日生年月日

住　　所

加入者名 南魚沼市会計管理者00560 5 960282口座番号払込先

の
0135166

〒949－
南魚沼市

〒949－
南魚沼市

電話番号  　（　　　　　）　　　　　　　　

1．普通　2．当座　3．納税準備

住　　所

１．申請者と指定預貯金口座

平成  年  月  日

この依頼書（申込書）は郵送専用です。金融機関（郵便局）窓口では受付できません。
直接、金融機関の窓口で口座振替を依頼される場合は、この用紙とは別の金融機関窓口
用の用紙をご利用ください。

平成25年3月22日　南魚沼市役所（必着）

ゆうちょ銀行を指定
の場合は「自動払込
み規定」が適用され
ます

１．口座番号相違　２．口座名義相違
３．印鑑相違　　　４．口座なし
５．その他（　　　　　　　　　　）

上記の届出を承諾します。
　　　 平成　　年　　月　　日

金融機関名

金融機関承認印取扱店日付印

個
人
・
法
人
分

期別　・　全納
期別　・　全納

共
有
分

不
備
理
由
認
印

照
合

受
付

25年度1期から

25年度1期から

25年度1期から
翌年度から

25年度1期から

25年度1期から

※共有分の納税義務者は、納税通知書の宛名のとおり記入してください

※金融機関等処理欄　　【不備返送先】〒949－6696　南魚沼市 六日町180番地1　南魚沼市　税務課（収税班）

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

通知書番号（必記事項）

期別　・　全納１．固定資産税（都市計画税）

１期２．市民税・県民税
　　（家屋敷は市外の方のみ）

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者 住　　所
〒949－
南魚沼市

２．振替納付する税の種類と納税義務者　　※国民健康保険税は「世帯主」が納税義務者です

南魚沼市税 口座振替 依頼書・自動払込 利用申込 ○収 ○加 
受付日付印取扱金融機関　御中　　南魚沼市長　宛

下記の名義の口座から、市税を口座振替で納付を希望します。裏面事項を確約のうえ依頼します。

口座名義人
（カタカナ）

口 座 種 別
（○をつける）

種　別
コード

種　目
コード

振替方法
（どちらかに○）

フリガナ

口 座 番 号
（右からつめて記入）

口座名義人
（名称）

ゆうちょ
銀　　行
以 外 の
金融機関

ゆうちょ
銀　　行

届出印

金融機関コード

銀行・金庫
信 用 組 合
農業協同組合

本店（所）
支店（所）
出 張 所

支店コード

通帳番号（右からつめて記入）通　帳　記　号

通知書番号（必記事項）

１．市県民税

期別　・　全納

２．固定資産税（都市計画税）
全納３．軽自動車税

４．国民健康保険税

※納税義務者の全車両が対象
※通知書番号の中 7桁を記入

振替開始税目（該当項目に○を記入）

納税義務者
明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日生年月日

住　　所

加入者名 南魚沼市会計管理者00560 5 960282口座番号払込先

の
0135166

〒949－
南魚沼市

〒949－
南魚沼市

電話番号  　（　　　　　）　　　　　　　　

1．普通　2．当座　3．納税準備

住　　所

１．申請者と指定預貯金口座

平成  年  月  日

この依頼書（申込書）は郵送専用です。金融機関（郵便局）窓口では受付できません。
直接、金融機関の窓口で口座振替を依頼される場合は、この用紙とは別の金融機関窓口
用の用紙をご利用ください。

平成25年3月22日　南魚沼市役所（必着）

ゆうちょ銀行を指定
の場合は「自動払込
み規定」が適用され
ます

１．口座番号相違　２．口座名義相違
３．　印鑑相違　　４．口座なし
５．その他（　　　　　　　　　　）

上記の届出を承諾します。
　　　 平成　　年　　月　　日

金融機関名

金融機関承認印取扱店日付印

個
人
・
法
人
分

期別　・　全納
期別　・　全納

共
有
分

不
備
理
由
認
印

照
合

受
付

25年度1期から

25年度1期から

25年度1期から
翌年度から

25年度1期から

25年度1期から

き

　り

　と

　り

　線

記入例

9：00～17：00に
連絡が取れる番号を記
入してください

今回の振替は
「25年１期」
から開始です

希望する振替方
法に○印をつけ
てください

投函日を記入し
てください

種　別
コード

種　目
コード

（名称）

ゆうちょ
銀　　行
以 外 の
金融機関 金融機関コード

銀行・金庫
信 用 組 合
農業協同組合

訂正がある場合《訂正例》

通帳届出印を、はっきりと
押してください

不鮮明、重ね押しの場合は、
再度余白に押印してください

不鮮明 重ね押し

預金通帳の口座
名義人名のカタ
カナを正確に記
入してください

納税義務者の住
所・氏名を記入
してください
※国民健康保険
　税は、世帯単
　位での加入の
　ため、納税義
　務者は世帯主
　です

希望する税目に
○をつけてくだ
さい

共有名義の固定資産税
と市県民税（家屋敷分）
を口座振替に希望する
場合は、納税通知書に
記載されている納税義
務者の氏名・住所を記
入してください。
（例）
「南魚沼　太郎・花子」
「南魚沼　太郎外２名」

～納税通知書の通知書番号のうち下記の部分を記入してください～
■ 市県民税 ■ 固定資産税

■ 国民健康保険税

0 0 0 0 0 2 2 2 3 4 5 6 0 0 0 0

「0」５つ
記入不要

中７桁の数字
ココだけ記入

通知書番号の下7桁の数字

「0」４つ
記入不要

通知書番号の下7桁の数字

通知書番号の中7桁の数字
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● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

３
月
の
読
書
の
つ
ど
い

●
日
時
　
3
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ
　「
動
物
」

●
内
容
　
三
味
線
弾
き
語
り
紙
芝

居
「
こ
ぞ
う
さ
ん
と
う

さ
ぎ
」
ほ
か
、
新
し
い

本
の
紹
介・読
み
聞
か
せ

●
出
演
　
横
川
　
恵
子
さ
ん

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
　
他
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
へ
お
電
話
く

だ
さ
い

3
月
の
お
は
な
し
か
い

　
手
遊
び
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し
い
内
容
で
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
は
な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ

図
書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
3
月
9
日
（
土
）

　
幼
児
向
き
‥
‥
午
前
10
時
か
ら

　
小
学
生
向
き
‥
午
前
10
時
35
分

か
ら

●
会
場
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
、
保

護
者

絵
本
の
へ
や

●
日
時
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
10
時
30
分
〜

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

●
対
象
　
0
歳
か
ら
入
園
前
の
幼

児
と
保
護
者

 

ひ
な
ま
つ
り

　
読
書
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
う

せ
ん
の
会
」
に
よ
る
琴
の
演
奏
を

お
楽
し
み
に
！

●
日
時
　
3
月
６
日
（
水
）

 

お
休
み  

3
月
20
日
（
水
・
祝
）

 

お
別
れ
会

　
今
年
度
の
お
別
れ
会
で
す
。
１

年
を
し
め
く
く
る
と
て
も
楽
し
い

会
で
す
。

●
日
時
　
3
月
27
日
（
水
）

1
月
読
書
の
つ
ど
い
感
想
集

　
1
月
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
ゆ
」
で

し
た
。
全
体
会
で
は
、
ふ
う
せ
ん

の
会
の
大
型
絵
ば
な
し
「
雪
の
日

の
漁
〜
北
越
雪
譜
よ
り
〜
」
を
聞

き
ま
し
た
。
お
話
の
内
容
は
、
雪

国
の
悲
し
い
物
語
。
皆
さ
ん
お
話

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆「
雪
の
日
の
漁
」
の
お
父
さ
ん

が
死
ん
だ
と
こ
ろ
が
か
わ
い
そ

う
だ
っ
た
。

◆
お
家
で
親
が
読
み
聞
か
せ
を
す

る
よ
り
集
中
し
て
聞
い
て
い
る

の
で
、さ
す
が
と
思
い
ま
し
た
。

◆
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
な
か

な
か
静
か
に
聞
け
ず
に
い
ま
し

た
が
、
お
話
に
は
興
味
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
ま
た
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
北
越
雪
譜
か
ら
の
お
話
と
い
う

こ
と
で
、
以
前
か
ら
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
も
の
悲
し
い
雪
国

の
物
語
を
た
ん
た
ん
と
語
っ
て

い
る
の
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に

ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。
別
の
物
語
も
聞
い
て

み
た
い
で
す
。

◆
声
を
使
っ
た
表
現
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
の
で
、
今
日
か
ら
参

加
し
ま
し
た
。
絵
話
、
朗
読
と

も
に
良
か
っ
た
で
す
。
小
さ
い

子
ど
も
が
集
中
し
て
い
る
様
も

微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

3
月
テ
ー
マ
図
書
展
示

　
3
月
は
卒
業
・
旅
立
ち
の
季
節

で
す
。
㈳
読
書
推
進
運
動
協
議
会

が
推
薦
す
る
「
若
い
人
に
お
す
す

め
の
本
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
・
休
憩
の
時
間
な
ど

に
読
書
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
図
書
紹
介

〇「
魚
沼
へ
2
0
1
2
　
冬
号
　

　
V
O
L
．
37
」

　
　
八
海
醸
造
株
式
会
社
／
発
行

【
特
集
】
食
を
活
か
す
　
塩
麹
と

酒
粕
の
レ
シ
ピ

※
八
海
醸
造
株
式
会
社
様
よ
り
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　
2
月
21
日
（
木
）
塩
沢
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
、
隔
月
1
0
0
冊
ず
つ
入
れ
替

え
て
い
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
次
回
大
和
図
書

室
は
、
3
月
21
日
（
木
）
に
入
れ

替
え
の
予
定
で
す
。

南魚沼市　火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）
　　　　休館月と21日木《図書整理日》
大　和　☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日

17:00まで）休館月
塩　沢　☎782-0100 月～金9:00～20:00（土日祝日

17:00まで）休館1日（金）《蔵書点検》

図書館

申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

み ん な の

3
月
の
開
館
日
時

新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
1
8
0
番
地
1

口
座
振
替
依
頼
書
在
中

の　り　し　ろ

□ もう一度ご確認ください

ろ

し

り

の

□納税義務者名は正しいですか
□通帳届出印は、はっきり押してあり
　ますか
□9：00～17：00に連絡できる電話番
　号を記入してありますか

〒

所

住

人

出

差

名

氏

料金受取人払郵便

六日町支店承認

76

9 4 9 6 6 9 0

差出有効期間
平成27年1月30日まで

切手不要

南
魚
沼
市
役
所
税
務
課
収
税
班
行

き

　り

　と

　り
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● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

３
月
の
読
書
の
つ
ど
い

●
日
時
　
3
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ
　「
動
物
」

●
内
容
　
三
味
線
弾
き
語
り
紙
芝

居
「
こ
ぞ
う
さ
ん
と
う

さ
ぎ
」
ほ
か
、
新
し
い

本
の
紹
介・読
み
聞
か
せ

●
出
演
　
横
川
　
恵
子
さ
ん

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
　
他
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
へ
お
電
話
く

だ
さ
い

3
月
の
お
は
な
し
か
い

　
手
遊
び
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し
い
内
容
で
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
は
な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ

図
書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
3
月
9
日
（
土
）

　
幼
児
向
き
‥
‥
午
前
10
時
か
ら

　
小
学
生
向
き
‥
午
前
10
時
35
分

か
ら

●
会
場
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
、
保

護
者

絵
本
の
へ
や

●
日
時
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
10
時
30
分
〜

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

●
対
象
　
0
歳
か
ら
入
園
前
の
幼

児
と
保
護
者

 

ひ
な
ま
つ
り

　
読
書
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
う

せ
ん
の
会
」
に
よ
る
琴
の
演
奏
を

お
楽
し
み
に
！

●
日
時
　
3
月
６
日
（
水
）

 

お
休
み  

3
月
20
日
（
水
・
祝
）

 

お
別
れ
会

　
今
年
度
の
お
別
れ
会
で
す
。
１

年
を
し
め
く
く
る
と
て
も
楽
し
い

会
で
す
。

●
日
時
　
3
月
27
日
（
水
）

1
月
読
書
の
つ
ど
い
感
想
集

　
1
月
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
ゆ
」
で

し
た
。
全
体
会
で
は
、
ふ
う
せ
ん

の
会
の
大
型
絵
ば
な
し
「
雪
の
日

の
漁
〜
北
越
雪
譜
よ
り
〜
」
を
聞

き
ま
し
た
。
お
話
の
内
容
は
、
雪

国
の
悲
し
い
物
語
。
皆
さ
ん
お
話

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆「
雪
の
日
の
漁
」
の
お
父
さ
ん

が
死
ん
だ
と
こ
ろ
が
か
わ
い
そ

う
だ
っ
た
。

◆
お
家
で
親
が
読
み
聞
か
せ
を
す

る
よ
り
集
中
し
て
聞
い
て
い
る

の
で
、さ
す
が
と
思
い
ま
し
た
。

◆
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
な
か

な
か
静
か
に
聞
け
ず
に
い
ま
し

た
が
、
お
話
に
は
興
味
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
ま
た
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
北
越
雪
譜
か
ら
の
お
話
と
い
う

こ
と
で
、
以
前
か
ら
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
も
の
悲
し
い
雪
国

の
物
語
を
た
ん
た
ん
と
語
っ
て

い
る
の
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に

ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。
別
の
物
語
も
聞
い
て

み
た
い
で
す
。

◆
声
を
使
っ
た
表
現
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
の
で
、
今
日
か
ら
参

加
し
ま
し
た
。
絵
話
、
朗
読
と

も
に
良
か
っ
た
で
す
。
小
さ
い

子
ど
も
が
集
中
し
て
い
る
様
も

微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

3
月
テ
ー
マ
図
書
展
示

　
3
月
は
卒
業
・
旅
立
ち
の
季
節

で
す
。
㈳
読
書
推
進
運
動
協
議
会

が
推
薦
す
る
「
若
い
人
に
お
す
す

め
の
本
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
・
休
憩
の
時
間
な
ど

に
読
書
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
図
書
紹
介

〇「
魚
沼
へ
2
0
1
2
　
冬
号
　

　
V
O
L
．
37
」

　
　
八
海
醸
造
株
式
会
社
／
発
行

【
特
集
】
食
を
活
か
す
　
塩
麹
と

酒
粕
の
レ
シ
ピ

※
八
海
醸
造
株
式
会
社
様
よ
り
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　
2
月
21
日
（
木
）
塩
沢
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
、
隔
月
1
0
0
冊
ず
つ
入
れ
替

え
て
い
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
次
回
大
和
図
書

室
は
、
3
月
21
日
（
木
）
に
入
れ

替
え
の
予
定
で
す
。

南魚沼市　火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）
　　　　休館月と21日木《図書整理日》
大　和　☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日

17:00まで）休館月
塩　沢　☎782-0100 月～金9:00～20:00（土日祝日

17:00まで）休館1日（金）《蔵書点検》

図書館

申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

み ん な の

3
月
の
開
館
日
時

新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
1
8
0
番
地
1

口
座
振
替
依
頼
書
在
中

の　り　し　ろ

□ もう一度ご確認ください

ろ

し

り

の

□納税義務者名は正しいですか
□通帳届出印は、はっきり押してあり
　ますか
□9：00～17：00に連絡できる電話番
　号を記入してありますか

〒

所

住

人

出

差

名

氏

料金受取人払郵便

六日町支店承認

76

9 4 9 6 6 9 0

差出有効期間
平成27年1月30日まで

切手不要

南
魚
沼
市
役
所
税
務
課
収
税
班
行

き

　り

　と

　り

　線

17
市報 みなみ魚沼

平成25年3月1日発行



　
戦
後
の
復
興
か
ら
昭
和
40
年
代
の
高

度
経
済
成
長
期
に
は
、
各
地
で
都
市
開

発
、道
路
建
設
、農
地
開
発
、河
川
改
修
、

観
光
開
発
な
ど
大
規
模
な
開
発
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
地
域
で
は
、西
部
開
田
、魚
野

川
東
部
開
拓
建
設
事
業
や
冬
期
間
の
道

路
無
雪
化
な
ど
多
く
の
開
発
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
開
発
に
よ
り

南
魚
沼
に
古
く
か
ら
点
在
す
る
古
墳
や

史
跡
の
損
壊
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
忘
れ
ら
れ
、
捨

て
去
ら
れ
よ
う
と
す
る
郷
土
の
歴
史
を

保
存
し
、後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
、「
樺

沢
城
跡
保
存
会
」や「
六
日
町
史
跡
保
存

会
」
が
発
足
す
る
な
ど
史
跡
保
存
や
郷

土
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
は「
昭
和
の
大
合
併
」

と
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
が
全
国
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
村
合
併
を
機

会
と
し
て
「
郷
土
誌
」
や
地
域
研
究
誌

が
多
く
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
3
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊

び
、
歌
な
ど

対
象
　
0
〜
3
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

　「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」
は
、
月
一
回
、
金

曜
日
の
午
前
中
に
、
0
歳
〜
3
歳
の
お
子

さ
ん
と
ご
家
族
を
対
象
に
、
絵
本
の
よ
み

き
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
歌
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
大
和
公
民
館

（
さ
わ
ら
び
の
隣
）
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

大
型
絵
本
『
ち
び
ゴ
リ
ラ
の

ち
び
ち
び
』
を
よ
む
よ
！

郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
〔
４
〕

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

2
1
9
7

【
問
合
せ
】
大
和
公
民
館

　
　
　
　
　☎
7
7
7

－

4
6
7
1

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
1
0

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

　
南
魚
沼
地
域
で
も
同
様
で
新
制
の
大

和
町
・六
日
町
・
塩
沢
町
・
湯
沢
町
が
誕

生
し
、「
解
村
記
念
五
十
沢
郷
生
活
誌
」

「
城
内
郷
土
誌
」「
石
打
郷
土
誌
」「
上
田

村
郷
土
誌
」な
ど
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ

う
ど
1
0
0
年
に
あ
た
り
、「
明
治
百

年
記
念
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
明
治
百
年
記
念
式
典
」
が
日
本
武

道
館
を
は
じ
め
各
地
で
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
博
物
館
、
公
園
、
県
民
の
森
な
ど

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
で
は
、
六
日
町
営
林
署
に
よ

る
「
明
治
百
年
記
念
植
樹
祭
」（
湯
沢

町
三
国
河
内
山
国
有
林
、
20
㌃
、
杉
苗

木
6
0
0
本
植
樹
）、「
ア
カ
マ
ツ
植
樹
」

（
坂
戸
山
管
理
委
員
会
）
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
雪
ま
つ
り
」
で
は
、「
二

重
橋
」「
弁
慶
号
」「
人
力
車
に
乗
っ
た

乃
木
将
軍
」
の
明
治
に
ち
な
ん
だ
雪
像

が
作
ら
れ
人
気
を
集
め
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
明
治
百
年
記
念
事
業
に

触
発
さ
れ
て
県
史
や
郷
土
史
の
発
刊
も

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
六
日
町
で
は
明
治

1
0
0
年
・
合
併
10
周
年
記
念
編
と
し

て
『「
ふ
る
さ
と
」
六
日
町
の
歴
史
』

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
39
年
、
岩
野
南
魚
沼
郡
町
村
会

長（
当
時
）に
よ
り
、
明
治
１
０
０
年
の

記
念
事
業
と
し
て
「
南
魚
沼
郡
誌
」（
大

正
９
年
）
の
増
補
改
訂
の
編
さ
ん
が
発

案
さ
れ
ま
し
た
。
町
村
会
で
の
賛
同
を

得
て
事
業
が
は
じ
ま
り
、
編
集
委
員
会

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
作
業
が
進
む
中

で
、
掲
載
内
容
は
大
正
・
昭
和
と
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
タ
イ
ト
ル
は「
南
魚
沼
郡
誌

続
編
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
1
0
0

年
の
記
念
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和

43
年
の
発
刊
予
定
で
し
た
が
、
遅
れ
る

こ
と
同
46
年
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

南
魚
沼
郡
誌
続
編

　上
巻
・
下
巻

・
発
行
　
南
魚
沼
郡
町
村
会

・
発
刊
　
昭
和
46
年
３
月

・
内
容
　

　
（
上
巻
）
南
魚
の
自
然
、
行
政
、
社

会
の
動
き
、
産
業
経
済
、

交
通
運
輸

　
（
下
巻
）
教
育
文
化
、 

民
俗
、 

史
跡
、

観
光
、
人
物

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

● ● ● けんこうひろば ● ● ●

　
春
は
卒
業
や
進
学
、
就
職
な
ど
希
望
に

満
ち
て
い
る
反
面
、
生
活
環
境
の
変
化
に

と
も
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
も

見
舞
わ
れ
る
季
節
で
す
。
そ
し
て
、
職
場

や
学
校
な
ど
で
嫌
な
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と

が
あ
る
と
「
や
る
気
が
出
な
い
」「
楽
し
く

な
い
」「
悲
し
い
」
な
ど
の
気
分
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
の
た
め
に
、

日
頃
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
気
分
転
換
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け
て
、
ス
ト
レ
ス
と

上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
っ
て
何
？

　
ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺
激
を
受

け
て
体
に
起
こ
る
反
応
と
、
そ
の
原
因
と

な
る
刺
激（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）の
こ
と
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
ボ
ー
ル
を
押
し
た
時
の
へ

こ
み
や
、
へ
こ
み
を
起
こ
す
力
に
例
え
ら

れ
ま
す
。
へ
こ
ん
だ
ボ
ー
ル
は
時
間
が
た

て
ば
元
に
戻
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ス
ト

レ
ス
を
受
け
て
体
調
を
崩
し
て
も
、
休
養

時
間
が
あ
れ
ば
た
い
て
い
は
元
通
り
の
健

康
な
状
態
に
回
復
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
ホ

メ
オ
ス
タ
シ
ス
（
正
常
な
状
態
に
戻
ろ
う

と
す
る
体
の
働
き
）」
の
お
か
げ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
圧
迫
が
強
過
ぎ
た
り
長
過
ぎ

た
り
す
る
と
、
ボ
ー
ル
は
元
に
戻
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
体
も
同

様
で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
強
す
ぎ
た
り
、
長

く
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス

が
機
能
し
な
く
な
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
の

影
響
が
強
く
な
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

●
簡
単
！
ス
ト
レ
ス
解
消
法

〈
入
浴
で
疲
れ
を
と
る
〉

・
40
℃
位
の
お
湯
に
10
分
か
ら
15
分
ゆ
っ

く
り
と
つ
か
る

・
入
浴
剤
や
ハ
ー
ブ
な
ど
の
香
り
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る

〈
睡
眠
で
元
気
回
復
〉

・
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
楽
や
香

り
を
活
用
す
る

・
空
腹
感
が
あ
る
時
に
は
温
め
た
牛
乳

（
50
〜
100 

ml
）
を
ゆ
っ
く
り
飲
む

・
寝
る
1
時
間
位
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

軽
い
運
動
を
す
る

・
寝
酒
は
し
な
い

〈
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
〉

　
こ
れ
だ
け
を
食
べ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い

う
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。食
品
に
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
は
抗
ス
ト

レ
ス
作
用
、精
神
安
定
作
用
が
あ
り
ま
す
。

・
緑
黄
色
野
菜
、牛
乳
・
乳
製
品
、小
魚
、

背
の
青
い
魚
な
ど
を
積
極
的
に
取
る

・
三
食
し
っ
か
り
食
べ
る

〈
身
体
を
動
か
す
〉

　
運
動
の
効
果
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
精
神
の
疲
れ
も
和
ら
げ
ま
す
。
週
1

〜
2
回
、軽
い
運
動
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

・
昼
休
み
や
休
憩
時
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
て
筋
肉
を
伸
ば
す

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
も

取
り
入
れ
る

〈
深
呼
吸
で
気
分
転
換
〉

　
深
呼
吸
は
自
律
神
経
に
作
用
し
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
や
落
ち
込
ん
だ
時
に
た

め
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
背
筋
を
伸
ば
し
て
ゆ
っ
く
り
と
お
腹
を

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
息
を
吸
い
込
む

・
肩
の
力
を
抜
い
て
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐

き
出
す
　

※
吸
う
時
よ
り
も
吐
く
時
の
息
を
長
く
し

な
が
ら
、
3
回
程
度
繰
り
返
す

●
最
近
、こ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
？

　
上
手
に
ス
ト
レ
ス
と
つ
き
合
っ
て
き
た

つ
も
り
で
も
、
体
調
や
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
き
れ
ず
、
う
つ

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
は
自
殺
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、早
め
の
対
応
が
大
切
で
す
。

　
自
分
や
家
族
、
職
場
の
同
僚
な
ど
い
つ

も
と
様
子
が
違
う
な
と
感
じ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
ず
は
、
う
つ
病
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

　つ
き
合
い
ま
し
ょ
う

〜
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

【うつ病の自己チェック】
□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれていたこと
が、楽しめなくなった
□以前は楽にできていたことが、今
では面倒に感じられる
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたような感じがする
※上記の２項目以上があてはまり、
その状態が２週間以上ほとんど毎
日続いていて、生活に支障が出て
いる場合は要注意です。

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：15

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：15

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：00
月～金（祝日除く）
9：00 ～ 16：00
毎日24時間対応

773－6811

772－8137

025－280－0113

772－2541

0258－39－4343

南魚沼市役所
保健課
南魚沼地域振興局
健康福祉環境部
（保健所）
新潟県精神保健
福祉センター
南魚沼市消費生活
相談窓口（要予約）

相 談 窓 口
相談窓口 電話番号

こころの不
調に関する
こと

借金などに
関すること

開設時間

新潟いのちの電話（長岡）
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戦
後
の
復
興
か
ら
昭
和
40
年
代
の
高

度
経
済
成
長
期
に
は
、
各
地
で
都
市
開

発
、道
路
建
設
、農
地
開
発
、河
川
改
修
、

観
光
開
発
な
ど
大
規
模
な
開
発
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
地
域
で
は
、西
部
開
田
、魚
野

川
東
部
開
拓
建
設
事
業
や
冬
期
間
の
道

路
無
雪
化
な
ど
多
く
の
開
発
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
開
発
に
よ
り

南
魚
沼
に
古
く
か
ら
点
在
す
る
古
墳
や

史
跡
の
損
壊
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
忘
れ
ら
れ
、
捨

て
去
ら
れ
よ
う
と
す
る
郷
土
の
歴
史
を

保
存
し
、後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
、「
樺

沢
城
跡
保
存
会
」や「
六
日
町
史
跡
保
存

会
」
が
発
足
す
る
な
ど
史
跡
保
存
や
郷

土
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
は「
昭
和
の
大
合
併
」

と
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
が
全
国
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
村
合
併
を
機

会
と
し
て
「
郷
土
誌
」
や
地
域
研
究
誌

が
多
く
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
3
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊

び
、
歌
な
ど

対
象
　
0
〜
3
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

　「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」
は
、
月
一
回
、
金

曜
日
の
午
前
中
に
、
0
歳
〜
3
歳
の
お
子

さ
ん
と
ご
家
族
を
対
象
に
、
絵
本
の
よ
み

き
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
歌
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
大
和
公
民
館

（
さ
わ
ら
び
の
隣
）
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

大
型
絵
本
『
ち
び
ゴ
リ
ラ
の

ち
び
ち
び
』
を
よ
む
よ
！

郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
〔
４
〕

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

2
1
9
7

【
問
合
せ
】
大
和
公
民
館

　
　
　
　
　☎
7
7
7

－

4
6
7
1

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
1
0

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

　
南
魚
沼
地
域
で
も
同
様
で
新
制
の
大

和
町
・六
日
町
・
塩
沢
町
・
湯
沢
町
が
誕

生
し
、「
解
村
記
念
五
十
沢
郷
生
活
誌
」

「
城
内
郷
土
誌
」「
石
打
郷
土
誌
」「
上
田

村
郷
土
誌
」な
ど
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ

う
ど
1
0
0
年
に
あ
た
り
、「
明
治
百

年
記
念
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
明
治
百
年
記
念
式
典
」
が
日
本
武

道
館
を
は
じ
め
各
地
で
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
博
物
館
、
公
園
、
県
民
の
森
な
ど

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
で
は
、
六
日
町
営
林
署
に
よ

る
「
明
治
百
年
記
念
植
樹
祭
」（
湯
沢

町
三
国
河
内
山
国
有
林
、
20
㌃
、
杉
苗

木
6
0
0
本
植
樹
）、「
ア
カ
マ
ツ
植
樹
」

（
坂
戸
山
管
理
委
員
会
）
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
雪
ま
つ
り
」
で
は
、「
二

重
橋
」「
弁
慶
号
」「
人
力
車
に
乗
っ
た

乃
木
将
軍
」
の
明
治
に
ち
な
ん
だ
雪
像

が
作
ら
れ
人
気
を
集
め
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
明
治
百
年
記
念
事
業
に

触
発
さ
れ
て
県
史
や
郷
土
史
の
発
刊
も

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
六
日
町
で
は
明
治

1
0
0
年
・
合
併
10
周
年
記
念
編
と
し

て
『「
ふ
る
さ
と
」
六
日
町
の
歴
史
』

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
39
年
、
岩
野
南
魚
沼
郡
町
村
会

長（
当
時
）に
よ
り
、
明
治
１
０
０
年
の

記
念
事
業
と
し
て
「
南
魚
沼
郡
誌
」（
大

正
９
年
）
の
増
補
改
訂
の
編
さ
ん
が
発

案
さ
れ
ま
し
た
。
町
村
会
で
の
賛
同
を

得
て
事
業
が
は
じ
ま
り
、
編
集
委
員
会

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
作
業
が
進
む
中

で
、
掲
載
内
容
は
大
正
・
昭
和
と
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
タ
イ
ト
ル
は「
南
魚
沼
郡
誌

続
編
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
1
0
0

年
の
記
念
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和

43
年
の
発
刊
予
定
で
し
た
が
、
遅
れ
る

こ
と
同
46
年
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

南
魚
沼
郡
誌
続
編

　上
巻
・
下
巻

・
発
行
　
南
魚
沼
郡
町
村
会

・
発
刊
　
昭
和
46
年
３
月

・
内
容
　

　
（
上
巻
）
南
魚
の
自
然
、
行
政
、
社

会
の
動
き
、
産
業
経
済
、

交
通
運
輸

　
（
下
巻
）
教
育
文
化
、 

民
俗
、 

史
跡
、

観
光
、
人
物

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

● ● ● けんこうひろば ● ● ●

　
春
は
卒
業
や
進
学
、
就
職
な
ど
希
望
に

満
ち
て
い
る
反
面
、
生
活
環
境
の
変
化
に

と
も
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
も

見
舞
わ
れ
る
季
節
で
す
。
そ
し
て
、
職
場

や
学
校
な
ど
で
嫌
な
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と

が
あ
る
と
「
や
る
気
が
出
な
い
」「
楽
し
く

な
い
」「
悲
し
い
」
な
ど
の
気
分
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
の
た
め
に
、

日
頃
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
気
分
転
換
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け
て
、
ス
ト
レ
ス
と

上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
っ
て
何
？

　
ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺
激
を
受

け
て
体
に
起
こ
る
反
応
と
、
そ
の
原
因
と

な
る
刺
激（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）の
こ
と
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
ボ
ー
ル
を
押
し
た
時
の
へ

こ
み
や
、
へ
こ
み
を
起
こ
す
力
に
例
え
ら

れ
ま
す
。
へ
こ
ん
だ
ボ
ー
ル
は
時
間
が
た

て
ば
元
に
戻
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ス
ト

レ
ス
を
受
け
て
体
調
を
崩
し
て
も
、
休
養

時
間
が
あ
れ
ば
た
い
て
い
は
元
通
り
の
健

康
な
状
態
に
回
復
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
ホ

メ
オ
ス
タ
シ
ス
（
正
常
な
状
態
に
戻
ろ
う

と
す
る
体
の
働
き
）」
の
お
か
げ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
圧
迫
が
強
過
ぎ
た
り
長
過
ぎ

た
り
す
る
と
、
ボ
ー
ル
は
元
に
戻
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
体
も
同

様
で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
強
す
ぎ
た
り
、
長

く
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス

が
機
能
し
な
く
な
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
の

影
響
が
強
く
な
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

●
簡
単
！
ス
ト
レ
ス
解
消
法

〈
入
浴
で
疲
れ
を
と
る
〉

・
40
℃
位
の
お
湯
に
10
分
か
ら
15
分
ゆ
っ

く
り
と
つ
か
る

・
入
浴
剤
や
ハ
ー
ブ
な
ど
の
香
り
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る

〈
睡
眠
で
元
気
回
復
〉

・
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
楽
や
香

り
を
活
用
す
る

・
空
腹
感
が
あ
る
時
に
は
温
め
た
牛
乳

（
50
〜
100 

ml
）
を
ゆ
っ
く
り
飲
む

・
寝
る
1
時
間
位
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

軽
い
運
動
を
す
る

・
寝
酒
は
し
な
い

〈
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
〉

　
こ
れ
だ
け
を
食
べ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い

う
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。食
品
に
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
は
抗
ス
ト

レ
ス
作
用
、精
神
安
定
作
用
が
あ
り
ま
す
。

・
緑
黄
色
野
菜
、牛
乳
・
乳
製
品
、小
魚
、

背
の
青
い
魚
な
ど
を
積
極
的
に
取
る

・
三
食
し
っ
か
り
食
べ
る

〈
身
体
を
動
か
す
〉

　
運
動
の
効
果
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
精
神
の
疲
れ
も
和
ら
げ
ま
す
。
週
1

〜
2
回
、軽
い
運
動
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

・
昼
休
み
や
休
憩
時
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
て
筋
肉
を
伸
ば
す

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
も

取
り
入
れ
る

〈
深
呼
吸
で
気
分
転
換
〉

　
深
呼
吸
は
自
律
神
経
に
作
用
し
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
や
落
ち
込
ん
だ
時
に
た

め
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
背
筋
を
伸
ば
し
て
ゆ
っ
く
り
と
お
腹
を

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
息
を
吸
い
込
む

・
肩
の
力
を
抜
い
て
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐

き
出
す
　

※
吸
う
時
よ
り
も
吐
く
時
の
息
を
長
く
し

な
が
ら
、
3
回
程
度
繰
り
返
す

●
最
近
、こ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
？

　
上
手
に
ス
ト
レ
ス
と
つ
き
合
っ
て
き
た

つ
も
り
で
も
、
体
調
や
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
き
れ
ず
、
う
つ

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
は
自
殺
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、早
め
の
対
応
が
大
切
で
す
。

　
自
分
や
家
族
、
職
場
の
同
僚
な
ど
い
つ

も
と
様
子
が
違
う
な
と
感
じ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
ず
は
、
う
つ
病
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

　つ
き
合
い
ま
し
ょ
う

〜
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

【うつ病の自己チェック】
□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれていたこと
が、楽しめなくなった
□以前は楽にできていたことが、今
では面倒に感じられる
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたような感じがする
※上記の２項目以上があてはまり、
その状態が２週間以上ほとんど毎
日続いていて、生活に支障が出て
いる場合は要注意です。

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：15

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：15

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：00
月～金（祝日除く）
9：00 ～ 16：00
毎日24時間対応

773－6811

772－8137

025－280－0113

772－2541

0258－39－4343

南魚沼市役所
保健課
南魚沼地域振興局
健康福祉環境部
（保健所）
新潟県精神保健
福祉センター
南魚沼市消費生活
相談窓口（要予約）

相 談 窓 口
相談窓口 電話番号

こころの不
調に関する
こと

借金などに
関すること

開設時間

新潟いのちの電話（長岡）
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6
歳（
年
長
児
）、13
歳（
中
学
1
年
）、18

歳（
高
校
3
年
相
当
）の
お
子
さ
ん
の
麻
し

ん
風
し
ん
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　
接
種
期
限
は
平
成
25
年
3
月
31
日
で

す
。
未
接
種
の
人
は
早
め
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。
接
種
券
を
な
く
し
た
人
は
、
保
健

課
ま
た
は
各
庁
舎
の
窓
口
に
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
う
え
、
再
発
行
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
平
成
19
年
に

高
校
生
・
大
学
生
を
中
心
と
し
て
全
国
的

に
発
生
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
お
子
さ
ん
は
予
防
接
種
を
1
回

し
か
受
け
て
い
な
い
の
で
、
免
疫
が
下
が

り
、
麻
し
ん
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
免
疫
を
上
げ
る
た
め
に
、
2
回
の

接
種
が
必
要
で
す
。

※
中
学
1
年
、
高
校
3
年
生
相
当
を
対
象

と
し
た
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
は
、

平
成
25
年
3
月
で
終
了
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
中
学
1
年
生
の
女
子
で
、
ま
だ
1
回
し

か
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で
に
2
回
目
の
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
2
回
目
の

接
種
が
終
了
し
て
い
る
場
合
、
3
回
目
の

接
種
を
平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で
に
す
れ

ば
、
全
額
公
費
助
成
し
ま
す
。
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
に
2
回
目
の
接
種
が
終
わ

ら
な
い
場
合
は
、
未
接
種
分
が
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
2
回
目
を
終
了
し
て
い
る
人
は
、
1
回

目
の
接
種
か
ら
6
か
月
を
目
途
に
3
回
目

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　
11
歳
の
誕
生
日
後
に
接
種
券
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
13
歳
の
誕
生
日
前
々
日
ま

で
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
中
学
1

年
生
に
な
る
と
、
女
子
は
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
接
種
（
３
回
接
種
が
必
要
）
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
中
学
生
は
部
活
な
ど
で
忙
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
小
学
生

の
う
ち
に
接
種
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

日
本
脳
炎

　
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
日
本
脳

炎
予
防
接
種
の
差
し
控
え
が
あ
り
、
接
種

で
き
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
に
対
し
、
接
種

勧
奨
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
通
常
の
3
歳
・
4
歳
の
お

子
さ
ん
に
加
え
て
、
小
学
2
年
生
・
3
年

生
・
4
年
生
・
5
年
生
と
高
校
1
年
生
・

高
校
2
年
生
（
た
だ
し
平
成
7
年
6
月
1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
に
不
足
回
数
分

の
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
文
書
で
案
内
し
て
い
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
接
種
が

不
足
し
て
い
る
場
合
は
積
極
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
案
内
文
書
が
届
い
て
い
な
く
て

も
、
平
成
7
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
19
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
希
望
す

る
場
合
は
、
20
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種
券
が

無
い
人
は
、
保
健
課
ま
た
は
各
庁
舎
の
窓

口
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
再

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
平
成
7
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
7
年
5
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
も
、
勧
奨
の
対
象
に
な
る

予
定
で
す
。詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※
以
前
、
日
本
脳
炎
3
期
が
定
期
接
種
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
7
月

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
お
手
元
に
日

本
脳
炎
3
期
の
接
種
券
が
あ
る
人
は
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

● ● ● けんこうひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

3月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

7日

14日

21日

28日

6日

13日

20日

27日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

午前 午後

高橋
廣田

高橋
廣田

高橋

高橋

高橋

高橋

福本

寺田

福本

寺田

高橋

中山

中山

高橋

高橋

高橋

高橋

寺田

高橋

寺田

寺田

寺田

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

風間

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋
廣田

高橋
廣田

福本

高橋

福本

高橋

薄田

福本

堀内

福本

福本

休診

休診

休診

休診

休診

休　診
（春分の日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

3日

10日

17日

24日

31日

休診

休診

休診

休診

休診

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

麻
し
ん
風
し
ん

〜
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
！
〜

　「
平
成
25
年
度
南
魚
沼
市
住
民
健
診
」

の
案
内
で
、
乳
が
ん
検
診
を
無
料
ク
ー
ポ

ン
で
受
診
で
き
る
人
の
年
齢
を
、
41
歳
と

46
歳
〜
61
歳
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
が
決
定
し
、
次
の
通
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
で
受
診
で
き
る
人
は
、

41
歳
（
昭
和
47
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
48
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

46
歳
（
昭
和
42
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
43
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

51
歳
（
昭
和
37
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
38
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

56
歳
（
昭
和
32
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
33
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

61
歳
（
昭
和
27
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
28
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
で
す
）

　
右
記
以
外
の
人
（
40
〜
74
歳
）
は
個
人

負
担
金
1
、
0
0
0
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
す
で
に
申
し
込
ま
れ
た
人
に
は
、
改

め
て
郵
送
で
希
望
を
伺
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
事
業
年
齢
以
外
の
人
は
、
昨

年
受
診
さ
れ
て
い
る
と
受
診
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
医
療
機
関

で
先
天
性
代
謝
異
常
等
の
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
早
く
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
で
、
障

が
い
の
発
生
や
、
重
い
状
態
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
出
産
し
た
医
療
機
関
で
、
赤
ち

ゃ
ん
の
足
の
裏
か
ら
、
少
量
の
血
液
を
と

る
だ
け
で
す
。

　
検
査
料
は
県
が
全
額
負
担
し
ま
す
。（
採

血
な
ど
の
指
導
管
理
料
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
出
産
す
る
医
療
機
関
ま
た
は

新
潟
県
健
康
対
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
度

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

事
業
の
変
更

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

先
天
性
代
謝
異
常
等
の

　検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　新
潟
県
健
康
対
策
課
母
子
保
健
係

　
　☎
0
2
5

－

2
8
0

－

5
1
9
7

【
問
合
せ
】
保
健
課
（
献
血
担
当
）

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

献
血
の
お
知
ら
せ

　
3
月
の
献
血
バ
ス
は
お
休
み
で
す
。

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板
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6
歳（
年
長
児
）、13
歳（
中
学
1
年
）、18

歳（
高
校
3
年
相
当
）の
お
子
さ
ん
の
麻
し

ん
風
し
ん
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　
接
種
期
限
は
平
成
25
年
3
月
31
日
で

す
。
未
接
種
の
人
は
早
め
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。
接
種
券
を
な
く
し
た
人
は
、
保
健

課
ま
た
は
各
庁
舎
の
窓
口
に
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
う
え
、
再
発
行
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
平
成
19
年
に

高
校
生
・
大
学
生
を
中
心
と
し
て
全
国
的

に
発
生
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
お
子
さ
ん
は
予
防
接
種
を
1
回

し
か
受
け
て
い
な
い
の
で
、
免
疫
が
下
が

り
、
麻
し
ん
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
免
疫
を
上
げ
る
た
め
に
、
2
回
の

接
種
が
必
要
で
す
。

※
中
学
1
年
、
高
校
3
年
生
相
当
を
対
象

と
し
た
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
は
、

平
成
25
年
3
月
で
終
了
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
中
学
1
年
生
の
女
子
で
、
ま
だ
1
回
し

か
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で
に
2
回
目
の
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
2
回
目
の

接
種
が
終
了
し
て
い
る
場
合
、
3
回
目
の

接
種
を
平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で
に
す
れ

ば
、
全
額
公
費
助
成
し
ま
す
。
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
に
2
回
目
の
接
種
が
終
わ

ら
な
い
場
合
は
、
未
接
種
分
が
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
2
回
目
を
終
了
し
て
い
る
人
は
、
1
回

目
の
接
種
か
ら
6
か
月
を
目
途
に
3
回
目

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　
11
歳
の
誕
生
日
後
に
接
種
券
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
13
歳
の
誕
生
日
前
々
日
ま

で
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
中
学
1

年
生
に
な
る
と
、
女
子
は
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
接
種
（
３
回
接
種
が
必
要
）
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
中
学
生
は
部
活
な
ど
で
忙
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
小
学
生

の
う
ち
に
接
種
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

日
本
脳
炎

　
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
日
本
脳

炎
予
防
接
種
の
差
し
控
え
が
あ
り
、
接
種

で
き
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
に
対
し
、
接
種

勧
奨
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
通
常
の
3
歳
・
4
歳
の
お

子
さ
ん
に
加
え
て
、
小
学
2
年
生
・
3
年

生
・
4
年
生
・
5
年
生
と
高
校
1
年
生
・

高
校
2
年
生
（
た
だ
し
平
成
7
年
6
月
1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
に
不
足
回
数
分

の
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
文
書
で
案
内
し
て
い
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
接
種
が

不
足
し
て
い
る
場
合
は
積
極
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
案
内
文
書
が
届
い
て
い
な
く
て

も
、
平
成
7
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
19
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
希
望
す

る
場
合
は
、
20
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種
券
が

無
い
人
は
、
保
健
課
ま
た
は
各
庁
舎
の
窓

口
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
再

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
平
成
7
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
7
年
5
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
も
、
勧
奨
の
対
象
に
な
る

予
定
で
す
。詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※
以
前
、
日
本
脳
炎
3
期
が
定
期
接
種
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
7
月

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
お
手
元
に
日

本
脳
炎
3
期
の
接
種
券
が
あ
る
人
は
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

● ● ● けんこうひろば ● ● ●
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3月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

7日

14日

21日

28日

6日

13日

20日

27日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

午前 午後

高橋
廣田

高橋
廣田

高橋

高橋

高橋

高橋

福本

寺田

福本

寺田

高橋

中山

中山

高橋

高橋

高橋

高橋

寺田

高橋

寺田

寺田

寺田

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

風間

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋
廣田

高橋
廣田

福本

高橋

福本

高橋

薄田

福本

堀内

福本

福本

休診

休診

休診

休診

休診

休　診
（春分の日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

3日

10日

17日

24日

31日

休診

休診

休診

休診

休診

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

麻
し
ん
風
し
ん

〜
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
！
〜

　「
平
成
25
年
度
南
魚
沼
市
住
民
健
診
」

の
案
内
で
、
乳
が
ん
検
診
を
無
料
ク
ー
ポ

ン
で
受
診
で
き
る
人
の
年
齢
を
、
41
歳
と

46
歳
〜
61
歳
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
が
決
定
し
、
次
の
通
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
で
受
診
で
き
る
人
は
、

41
歳
（
昭
和
47
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
48
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

46
歳
（
昭
和
42
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
43
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

51
歳
（
昭
和
37
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
38
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

56
歳
（
昭
和
32
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
33
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

61
歳
（
昭
和
27
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
昭
和
28
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
で
す
）

　
右
記
以
外
の
人
（
40
〜
74
歳
）
は
個
人

負
担
金
1
、
0
0
0
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
す
で
に
申
し
込
ま
れ
た
人
に
は
、
改

め
て
郵
送
で
希
望
を
伺
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
事
業
年
齢
以
外
の
人
は
、
昨

年
受
診
さ
れ
て
い
る
と
受
診
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
医
療
機
関

で
先
天
性
代
謝
異
常
等
の
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
早
く
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
で
、
障

が
い
の
発
生
や
、
重
い
状
態
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
出
産
し
た
医
療
機
関
で
、
赤
ち

ゃ
ん
の
足
の
裏
か
ら
、
少
量
の
血
液
を
と

る
だ
け
で
す
。

　
検
査
料
は
県
が
全
額
負
担
し
ま
す
。（
採

血
な
ど
の
指
導
管
理
料
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
出
産
す
る
医
療
機
関
ま
た
は

新
潟
県
健
康
対
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
度

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

事
業
の
変
更

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

先
天
性
代
謝
異
常
等
の

　検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　新
潟
県
健
康
対
策
課
母
子
保
健
係

　
　☎
0
2
5

－

2
8
0

－

5
1
9
7

【
問
合
せ
】
保
健
課
（
献
血
担
当
）

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
8
1
1

献
血
の
お
知
ら
せ

　
3
月
の
献
血
バ
ス
は
お
休
み
で
す
。

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
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う
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ろ
ば

掲
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　板

掲　示　板 市などからのお知らせ　●　●　●

職
種
・
人
数

　
事
務
職
員　
（
正
職
員
）　
1
人

　
　
（
内
容
）
一
般
事
務
、

　
　
　
　
　
　
教
務
事
務　
他

応
募
資
格

　
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
短
大
ま
た
は
専
門
学

校
卒
業
（
平
成
25
年
3
月
31
日
卒

業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と

同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
普

通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

試
験
内
容

●
1
次
試
験

　
　
筆
記
試
験

　
　
（
一
般
教
養
、
小
論
文
）

●
2
次
試
験

　
　
面
接
試
験

試
験
日
時
　

●
筆
記
試
験　
3
月
22
日
（
金
）

●
面
接
試
験　
1
次
合
格
者
に
別

　
　
　
　
　
　
に
連
絡

手
続
き
（
提
出
書
類
）

　
①
受
験
申
込
書

　
②
履
歴
書
お
よ
び
職
務
経
歴
書

ま
た
は
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド

　
③
卒
業
証
明
書
（
ま
た
は
卒
業

見
込
み
証
明
書
）

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊「
受
験
申
込
書
」
に
は
6
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
し

て
く
だ
さ
い（
縦
4
㎝
横
3
㎝
）

＊「
受
験
申
込
書
」
は
魚
沼
サ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
配
置
し

て
あ
り
ま
す
（
郵
送
希
望
者
は

連
絡
く
だ
さ
い
）

締
切
り　
3
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
5
時
（
必
着
）

提
出
先

〒
9
4
9

－

6
6
1
5

　
西
泉
田
48

－

1

　
職
業
訓
練
法
人　
南
魚
沼
職
業

能
力
開
発
運
営
協
会
（
魚
沼
サ

ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
）総
務
係

採
用
予
定
日

　
平
成
25
年
4
月
1
日
以
降

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
程
度

試
験
お
よ
び
院
卒
者
試
験
）

受
付
期
間　
4
月
26
日（
金
）ま
で

応
募
資
格

大
学
程
度
試
験

　
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
22

歳
以
上
26
歳
未
満
、
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
人
（
修
士
課

程
修
了
者
等
は
22
歳
以
上
28
歳
未

満
の
人
）

院
卒
者
試
験

　
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
修

士
課
程
修
了
者
等
で
、
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
人

※
大
卒
程
度
試
験
お
よ
び
院
卒
者

試
験
は
併
願
可
能
で
す

試
験
日

●
一
次
試
験

　
5
月
11
日
（
土
）

　
　
筆
記
試
験

　
5
月
12
日
（
日
）

　
　
筆
記
式
操
縦
適
正
試
験

　
　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

※
試
験
種
目
、
二
次
試
験
お
よ
び

合
格
発
表
な
ど
詳
細
は
長
岡
出

張
所
ま
で

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

受
付
期
間　
4
月
3
日（
水
）ま
で

応
募
資
格

 

一
般

　
平
成
25
年
7
月
1
日
現
在
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

 

技
能

　
平
成
25
年
7
月
1
日
現
在
、
18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

す
る
人

※
国
家
免
許
資
格
等
で
応
募
資
格

が
変
わ
り
ま
す

試
験
日

　
4
月
12
日
（
金
）、
13
日
（
土
）、

14
日
（
日
）、
15
日
（
月
）
の

い
ず
れ
か
1
日

試
験
種
目

●
筆
記
試
験

　
一
般　
国
語
・
数
学
・
理
科
・

　
　
　
　
社
会
・
英
語
・
作
文

　
技
能　
小
論
文

●
面
接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

　
今
年
度
の
教
室
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
2
回
で
す
。
初
め
て
の
人
、

里
帰
り
の
人
、上
の
子
連
れ
の
人
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

第
6
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時　
3
月
14
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

会
場　
市
民
会
館

内
容　
お
も
いっ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　
パ
ー
ト
3

「
心
豊
か
な
子
育
て
教
室
」閉
講
式

　
　春
よ
こ
い
！
早
く
こ
い
！

日
時　
3
月
23
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

会
場　
市
民
会
館

内
容　
歌
あ
り
、ダ
ン
ス
あ
り
、テ

ィ
ー
タ
イ
ム
あ
り
。盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

共
通
事
項

対
象　
0
〜
3
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
）

参
加
費　
無
料
（
保
険
料
と
し
て
1

人
に
つ
き
10
円
の
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
）

申
込
み　
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

職
業
訓
練
法
人

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会

職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会

（
魚
沼
サ
ン
テ
ィッ
ク
ス
ク
ー
ル
）

　
　
☎
7
7
2

－

4
5
5
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
7
8

－

1
1
5
8

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

●　●　●　市などからのお知らせ 掲　示　板

春
除
雪
の
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

建
設
課
維
持
管
理
班

☎
7
7
3

－

6
6
7
4

平
成
24
年
の

交
通
事
故
発
生
状
況

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課
環
境
交
通
班

☎
7
7
3

－

6
6
6
6

犬
の
し
つ
け
無
料
相
談
会

【
問
合
せ
】

どっ
ぐ
え
ー
じ
ぇ
ん
し
ー

南
魚
沼（
内
田
）

☎
0
9
0

－

4
1
2
7

－

9
8
6
6

犬・猫
の
飼
い
方
教
室
開
催

【
問
合
せ
】

新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
5
8

－

2
1

－

5
5
0
1

自
衛
官
募
集

【
問
合
せ
】

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部

（
長
岡
出
張
所
）

☎
0
2
5
8

－

3
3

－

0
2
5
6

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
3

－

6
6
1
1

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金
！

新
潟
県
最
低
賃
金
は
6
8
9
円

【
相
談・問
合
せ
】

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
0
2
5

－

2
8
8

－

3
5
0
4

　
冬
期
間
の
道
路
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
除
雪
の
際
に
沿
線
の
農

地
・
空
地
に
投
雪
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
で
積
み

上
げ
ら
れ
た
雪
山
が
、
農
作
業
な

ど
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
バ
ッ

ク
ホ
ウ
で
撹
拌
作
業
を
実
施
し
、

雪
解
け
を
早
め
ま
す
。

　
冬
期
間
、除
雪
さ
れ
て
い
な
い
春

割
除
雪
路
線（
二
次
除
雪
路
線
）で

も
、農
作
業
車
の
通
行
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　
春
除
雪
の
作
業
は
、
春
の
気
温

の
上
昇
に
併
せ
て
の
実
施
で
作
業

効
率
・
融
雪
効
果
が
向
上
す
る
こ

と
か
ら
、
原
則
と
し
て
4
月
1
日

以
降
に
作
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
除
雪
路
線
沿
線
の
土
地
所
有
者

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
新
潟
県
お
よ
び
南

魚
沼
市
の
交
通
事
故
発
生
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
南
魚
沼
市
で
は
、
前
年
比
で
死

者
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
発
生

件
数
・
負
傷
者
数
と
も
に
増
加
し

ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
多
く

の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
交
通
安
全
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
で
の
困

り
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
市
民
会
館

　
　
　
（
動
物
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

料
金　
無
料

申
込
み　
不
要

 

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

　
現
在
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　
3
月
10
日
（
日
）

　
　
　
4
月
14
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

内
容

・
犬
を
飼
う
上
で
の
ル
ー
ル

・
犬
の
病
気
を
防
ぐ
に
は
？

・
犬
っ
て
こ
ん
な
動
物
で
す

・
犬
の
し
つ
け
方
の
キ
ホ
ン

猫
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
教
室

　
現
在
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　
5
月
12
日
（
日
）

　
　
　
6
月
9
日
（
日
）

　
　
　
7
月
14
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

内
容

・
猫
っ
て
こ
ん
な
動
物
で
す
！

・
猫
の
病
気
を
防
ぐ
に
は
？

・
猫
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
知
恵

・
猫
の
問
題
行
動
と
解
決
の
ヒ
ン
ト

講
師　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
獣
医
師

申
込　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
に
直
接
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
無
料

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ま
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
弁
護
士
に
よ
る
南
魚
沼
市

『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
に

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
1
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
前
日
正
午
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
皆
さ
ん
が
弁
護
士
に
よ
る
相
談

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、

申
込
み
時
に
相
談
の
概
要
を
窓

口
の
相
談
員
が
伺
い
ま
す

日
時　
３
月
21
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
相
談
室

　
新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
24

年
10
月
5
日
か
ら
6
8
9
円
に
な

り
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事
業
を

営
む
全
て
の
使
用
者
お
よ
び
そ
の

事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

（
臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

発生件数
（前年比）

死者数
（前年比）

負傷者数
（前年比）

8,385件
（－598）

107人
（－26）

10,201人
（－770）

216件
（＋22）

2人
（－3）

256人
（＋6）

新潟県 南魚沼市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み・問
合
せ
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（「
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
」内
）

☎
7
7
2

－

2
5
4
1

か
く
は
ん

は
ー
る
　
　  

　
　
　
　
　
は
ー
や

22
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

掲　示　板 市などからのお知らせ　●　●　●

職
種
・
人
数

　
事
務
職
員　
（
正
職
員
）　
1
人

　
　
（
内
容
）
一
般
事
務
、

　
　
　
　
　
　
教
務
事
務　
他

応
募
資
格

　
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
短
大
ま
た
は
専
門
学

校
卒
業
（
平
成
25
年
3
月
31
日
卒

業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と

同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
普

通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

試
験
内
容

●
1
次
試
験

　
　
筆
記
試
験

　
　
（
一
般
教
養
、
小
論
文
）

●
2
次
試
験

　
　
面
接
試
験

試
験
日
時
　

●
筆
記
試
験　
3
月
22
日
（
金
）

●
面
接
試
験　
1
次
合
格
者
に
別

　
　
　
　
　
　
に
連
絡

手
続
き
（
提
出
書
類
）

　
①
受
験
申
込
書

　
②
履
歴
書
お
よ
び
職
務
経
歴
書

ま
た
は
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド

　
③
卒
業
証
明
書
（
ま
た
は
卒
業

見
込
み
証
明
書
）

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊「
受
験
申
込
書
」
に
は
6
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
し

て
く
だ
さ
い（
縦
4
㎝
横
3
㎝
）

＊「
受
験
申
込
書
」
は
魚
沼
サ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
配
置
し

て
あ
り
ま
す
（
郵
送
希
望
者
は

連
絡
く
だ
さ
い
）

締
切
り　
3
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
5
時
（
必
着
）

提
出
先

〒
9
4
9

－

6
6
1
5

　
西
泉
田
48

－

1

　
職
業
訓
練
法
人　
南
魚
沼
職
業

能
力
開
発
運
営
協
会
（
魚
沼
サ

ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
）総
務
係

採
用
予
定
日

　
平
成
25
年
4
月
1
日
以
降

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
程
度

試
験
お
よ
び
院
卒
者
試
験
）

受
付
期
間　
4
月
26
日（
金
）ま
で

応
募
資
格

大
学
程
度
試
験

　
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
22

歳
以
上
26
歳
未
満
、
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
人
（
修
士
課

程
修
了
者
等
は
22
歳
以
上
28
歳
未

満
の
人
）

院
卒
者
試
験

　
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
修

士
課
程
修
了
者
等
で
、
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
人

※
大
卒
程
度
試
験
お
よ
び
院
卒
者

試
験
は
併
願
可
能
で
す

試
験
日

●
一
次
試
験

　
5
月
11
日
（
土
）

　
　
筆
記
試
験

　
5
月
12
日
（
日
）

　
　
筆
記
式
操
縦
適
正
試
験

　
　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

※
試
験
種
目
、
二
次
試
験
お
よ
び

合
格
発
表
な
ど
詳
細
は
長
岡
出

張
所
ま
で

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

受
付
期
間　
4
月
3
日（
水
）ま
で

応
募
資
格

 

一
般

　
平
成
25
年
7
月
1
日
現
在
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

 

技
能

　
平
成
25
年
7
月
1
日
現
在
、
18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

す
る
人

※
国
家
免
許
資
格
等
で
応
募
資
格

が
変
わ
り
ま
す

試
験
日

　
4
月
12
日
（
金
）、
13
日
（
土
）、

14
日
（
日
）、
15
日
（
月
）
の

い
ず
れ
か
1
日

試
験
種
目

●
筆
記
試
験

　
一
般　
国
語
・
数
学
・
理
科
・

　
　
　
　
社
会
・
英
語
・
作
文

　
技
能　
小
論
文

●
面
接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

　
今
年
度
の
教
室
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
2
回
で
す
。
初
め
て
の
人
、

里
帰
り
の
人
、上
の
子
連
れ
の
人
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

第
6
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時　
3
月
14
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

会
場　
市
民
会
館

内
容　
お
も
いっ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　
パ
ー
ト
3

「
心
豊
か
な
子
育
て
教
室
」閉
講
式

　
　春
よ
こ
い
！
早
く
こ
い
！

日
時　
3
月
23
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

会
場　
市
民
会
館

内
容　
歌
あ
り
、ダ
ン
ス
あ
り
、テ

ィ
ー
タ
イ
ム
あ
り
。盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

共
通
事
項

対
象　
0
〜
3
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
）

参
加
費　
無
料
（
保
険
料
と
し
て
1

人
に
つ
き
10
円
の
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
）

申
込
み　
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

職
業
訓
練
法
人

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会

職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会

（
魚
沼
サ
ン
テ
ィッ
ク
ス
ク
ー
ル
）

　
　
☎
7
7
2

－

4
5
5
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
7
8

－

1
1
5
8

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

●　●　●　市などからのお知らせ 掲　示　板

春
除
雪
の
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

建
設
課
維
持
管
理
班

☎
7
7
3

－

6
6
7
4

平
成
24
年
の

交
通
事
故
発
生
状
況

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課
環
境
交
通
班

☎
7
7
3

－

6
6
6
6

犬
の
し
つ
け
無
料
相
談
会

【
問
合
せ
】

どっ
ぐ
え
ー
じ
ぇ
ん
し
ー

南
魚
沼（
内
田
）

☎
0
9
0

－

4
1
2
7

－

9
8
6
6

犬・猫
の
飼
い
方
教
室
開
催

【
問
合
せ
】

新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
5
8

－

2
1

－

5
5
0
1

自
衛
官
募
集

【
問
合
せ
】

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部

（
長
岡
出
張
所
）

☎
0
2
5
8

－

3
3

－
0
2
5
6

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
3

－

6
6
1
1

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金
！

新
潟
県
最
低
賃
金
は
6
8
9
円

【
相
談・問
合
せ
】

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
0
2
5

－

2
8
8

－

3
5
0
4

　
冬
期
間
の
道
路
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
除
雪
の
際
に
沿
線
の
農

地
・
空
地
に
投
雪
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
で
積
み

上
げ
ら
れ
た
雪
山
が
、
農
作
業
な

ど
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
バ
ッ

ク
ホ
ウ
で
撹
拌
作
業
を
実
施
し
、

雪
解
け
を
早
め
ま
す
。

　
冬
期
間
、除
雪
さ
れ
て
い
な
い
春

割
除
雪
路
線（
二
次
除
雪
路
線
）で

も
、農
作
業
車
の
通
行
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　
春
除
雪
の
作
業
は
、
春
の
気
温

の
上
昇
に
併
せ
て
の
実
施
で
作
業

効
率
・
融
雪
効
果
が
向
上
す
る
こ

と
か
ら
、
原
則
と
し
て
4
月
1
日

以
降
に
作
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
除
雪
路
線
沿
線
の
土
地
所
有
者

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
新
潟
県
お
よ
び
南

魚
沼
市
の
交
通
事
故
発
生
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
南
魚
沼
市
で
は
、
前
年
比
で
死

者
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
発
生

件
数
・
負
傷
者
数
と
も
に
増
加
し

ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
多
く

の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
交
通
安
全
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
で
の
困

り
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
市
民
会
館

　
　
　
（
動
物
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

料
金　
無
料

申
込
み　
不
要

 

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

　
現
在
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　
3
月
10
日
（
日
）

　
　
　
4
月
14
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

内
容

・
犬
を
飼
う
上
で
の
ル
ー
ル

・
犬
の
病
気
を
防
ぐ
に
は
？

・
犬
っ
て
こ
ん
な
動
物
で
す

・
犬
の
し
つ
け
方
の
キ
ホ
ン

猫
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
教
室

　
現
在
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　
5
月
12
日
（
日
）

　
　
　
6
月
9
日
（
日
）

　
　
　
7
月
14
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

内
容

・
猫
っ
て
こ
ん
な
動
物
で
す
！

・
猫
の
病
気
を
防
ぐ
に
は
？

・
猫
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
知
恵

・
猫
の
問
題
行
動
と
解
決
の
ヒ
ン
ト

講
師　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
獣
医
師

申
込　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
に
直
接
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
無
料

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ま
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
弁
護
士
に
よ
る
南
魚
沼
市

『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
に

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
1
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
前
日
正
午
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
皆
さ
ん
が
弁
護
士
に
よ
る
相
談

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、

申
込
み
時
に
相
談
の
概
要
を
窓

口
の
相
談
員
が
伺
い
ま
す

日
時　
３
月
21
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
相
談
室

　
新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
24

年
10
月
5
日
か
ら
6
8
9
円
に
な

り
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事
業
を

営
む
全
て
の
使
用
者
お
よ
び
そ
の

事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

（
臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

発生件数
（前年比）

死者数
（前年比）

負傷者数
（前年比）

8,385件
（－598）

107人
（－26）

10,201人
（－770）

216件
（＋22）

2人
（－3）

256人
（＋6）

新潟県 南魚沼市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み・問
合
せ
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（「
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
」内
）

☎
7
7
2

－

2
5
4
1

か
く
は
ん

は
ー
る
　
　  

　
　
　
　
　
は
ー
や

23
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

掲　示　板 市などからのお知らせ　●　●　●

鯉
の
ぼ
り
を

寄
付
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

上
田
郷
自
然
を

は
ぐ
く
む
会（
川
永
）

☎
0
9
0

－

4
0
9
3

－

6
3
9
2

　
上
田
地
区
を
流
れ
る
登
川
は
、

魚
道
整
備
な
ど
が
進
み
、
憩
い
の

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

滝
谷
農
村
公
園
付
近
の
登
川
に
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
「
鯉

の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
3
月
31
日
（
日
）
ま
で

連
絡
先
（
届
け
先
）

　
上
田
郷
自
然
を
は
ぐ
く
む
会

　（
代
表
　
川
永
政
利
）

　
長
崎
2
0
9
5

　E-m
ail:kaw

anaga_82.22@
 

　tenor.ocn.ne.jp

　
今
年
最
後
の
活
動
で
す
！
雪
を

使
っ
た
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
み
ん
な

で
料
理
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
　
3
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
　
　（
受
付
は
9
時
45
分
〜
）

会
場
　
薮
神
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

　
　
　（
一
村
尾
2
9
2
0
）

対
象
　
年
長
〜
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
年
長
の
お
子

さ
ん
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
）

持
ち
物
　
後
日
連
絡
し
ま
す

参
加
費
　
8
0
0
円

　
※
活
動
費
と
保
険
料
含
み
ま
す

定
員
　
30
人

締
切
り
　
3
月
13
日
（
水
）

※
降
雪
状
況
に
よ
って
は
、
内
容
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
持
ち
物
な
ど
の
詳
細
は
決
定
し

だ
い
、参
加
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
連
絡
先

☎
0
8
0

－

8
0
2
3

－

4
0
1
5

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は

外
務
省
と
の
共
催
で
、
イ
ン
ド
や

フ
ラ
ン
ス
で
日
本
大
使
を
務
め
ら

れ
た
平
林
　
博
氏
に
、
現
在
の
日

本
外
交
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
参
加
無
料
で
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

会
場
　
国
際
大
学
Ｍ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

　
　
　
3
階
ホ
ー
ル

講
師
　
平
林
　
博
氏

　
　
　（
公
益
財
団
法
人
日
印
協

会
　
理
事
長
）

締
切
り
　
3
月
11
日
（
月
）

日
時
　
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　
試
合
開
始
　
午
後
7
時

会
場
　
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト

は
Ｓ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
で

す
。
状
況
に
よ
り
ほ
か
の

座
席
を
ご
案
内
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

応
募
条
件
　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数
　
5
0
0
人

あ
て
先
・
応
募
方
法

　
　
　
左
記
の
記
入
例
を
参
考
に

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
応
募
は
、
1
世
帯
に

つ
き
1
通
限
り
有
効
で
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

応
募
期
限
　
4
月
5
日（
金
）必
着

受
け
渡
し
　
ご
招
待
の
可
否
を
返

信
用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
4
月
12
日
（
金
）
頃
の
予
定
）。

電
話
で
の
可
否
に
つ
い
て
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。
ご
観
戦
い
た
だ

く
人
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち

に
な
り
、
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広

場
に
設
置
の
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会
テ
ン
ト
」
に
て
チ
ケ

ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入
場
、
観
戦

と
な
り
ま
す
。

※
ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
『
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
携
帯
サ
イ
ト
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
コ
チ
ラ
か
ら
↓

第
38
回
国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

『
体
験
的
外
交
論
』

日
本
外
交
に
物
申
す

【
申
込
み・問
合
せ
】

国
際
大
学
　
教
務
事
務
室

　
　
☎
7
7
9

－

1
1
1
2

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
7
9

－

1
1
8
7

E-m
ail : ori@

iuj.ac.jp

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

Ｊ
1
リ
ー
グ
　
第
7
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 

対

　
　
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス

【
問
合
せ
】ア
ル
ビ
レッ
ク
ス
新
潟

後
援
会（
高
谷
）

☎
0
2
5

－

2
8
2

－

0
0
1
1

　
南
魚
沼
市
山
岳
遭
難
救
助
隊
と

日
本
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
代

表
の
堤
信
夫
氏
が
協
力
し
、
山
岳

に
お
け
る
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
や
現
場

で
の
応
急
処
置
な
ど
の
山
岳
レ
ス

キ
ュ
ー
技
術
を
学
ぶ
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

 

第
1
回
講
習
会

「
残
雪
期
の
山
岳

　
　
　
　
レ
ス
キ
ュ
ー
Ⅰ
」

期
日
　
3
月
23
日
（
土
）
〜

　
　
　
24
日
（
日
）

会
場
　
八
海
山
麓
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
併
設
体
育
館

お
よ
び
周
辺
山
域

内
容
　
・
雪
上
ア
ン
カ
ー

　
　
　
・
雪
上
確
保

　
　
　
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送

募
集
人
員
　
18
人

宿
泊
先
　
八
海
山
麓
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　（
荒
金
70
）

　
　
　
　
☎
7
7
9

－

3
2
3
0

費
用
　
3
7
、
5
0
0
円

　
　
　（
講
師
料
・
宿
泊
費（
1
泊

分
）・
保
険
料
）

※
前
泊
・
後
泊
を
す
る
場
合
は
、

宿
泊
先
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
）
に
直
接
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

 

第
2
回
講
習
会

「
残
雪
期
の
山
岳

　
　
　
　
レ
ス
キ
ュ
ー
Ⅱ
」

期
日
　
3
月
30
日
（
土
）
〜

　
　
　
31
日
（
日
）

会
場
　
八
海
山
周
辺
山
岳
地
帯

内
容
　
・
雪
上
ア
ン
カ
ー

　
　
　
・
雪
上
確
保

　
　
　
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送

募
集
人
員
　
10
人

宿
泊
先
　
八
海
山
周
辺
山
岳
地
帯

　
　
　
　
テ
ン
ト
ま
た
は
体
育
館

（
寝
袋
持
参
）

費
用
　
3
3
、
0
0
0
円

　
　
　（
講
師
料
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
利
用
料
金
・
保
険
料
）

締
切
り
　
3
月
8
日
（
金
）

条
件
　
残
雪
期
登
山
経
験
・
残
雪

期
登
山
用
具（
ア
イ
ゼ
ン
、

ピ
ッ
ケ
ル
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

の
あ
る
人

※
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
申
込

み
可
能
で
す

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
で
す

採
用
予
定
日

　
4
月
1
日
（
月
）

勤
務
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分

休

　日

　
大
学
の
就
業
規
則
に
よ
る

　（
原
則
　
土
・
日
曜
・
祝
日
）

給

　与

　
時
間
給
8
0
0
円

　（
交
通
費
は
別
途
支
給
、
た
だ

し
上
限
あ
り
。社
会
保
険
完
備
）

雇
用
期
間

　
6
か
月

応
募
資
格

　
司
書
有
資
格
者
で
、
基
礎
的
な

英
語
力
が
あ
り
、Ｐ
Ｃ
の
操
作

が
で
き
る
人

応
募
要
領

　
電
話
ま
た
はE-m

ail
で
連
絡

の
う
え
、
履
歴
書
を
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
国
際
大
学
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
留
学
生
に
日
本
語
を
教
え

る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

　
日
本
語
学
習
の
初
級
教
科
書
と

し
て
一
般
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

「
み
ん
な
の
日
本
語
」
の
各
課
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、
使
い
方
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。

期

　日

　
　
4
月
6
日
・
4
月
13
日
・

　
　
4
月
27
日
・
5
月
11
日
・

　
　
5
月
18
日
・
6
月
8
日
・

　
　
6
月
22
日
・
7
月
6
日
の

　
　
全
8
回
（
毎
回
土
曜
日
）

※
ご
都
合
の
よ
い
日
に
ご
出
席
く

だ
さ
い

内
容
・
時
間

　
　
コ
ー
ス
①
　
第
26
課
〜
41
課

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
　
コ
ー
ス
②
　
第
1
課
〜
16
課

　
　
午
後
2
時
〜
5
時

※
申
込
み
時
に
ご
希
望
の
コ
ー
ス

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

会

　場

　
　
国
際
大
学（
国
際
町
７
７
７
）

内
の
教
室

費

　用

　
　
1
回
1
、
5
0
0
円

　
　（
コ
ピ
ー
代
含
む
）

申
込
み
締
切
り

　
　
各
開
講
日
の
3
日
前
ま
で

そ
の
他

　
　
教
科
書
「
み
ん
な
の
日
本
語

初
級
Ｉ
本
冊
第
２
版
」「
み
ん

な
の
日
本
語
初
級
2
本
冊
」

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

定
価
各
2
、6
2
5
円
。
当

日
購
入
可
。
申
込
み
時
に
購

入
希
望
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
の
雪
国
文
化
協
会
様
か

ら
、
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館

の
運
営
費
と
し
て
1
0
0
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
添
う
よ
う
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
お
ぬ
ま
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

わ
く
わ
く
パ
ー
テ
ィ
ー

【
申
込
み・問
合
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
外
教
育
学
修
セ
ン

タ
ー
魚
沼
伝
習
館

☎
0
2
5

－

7
9
3

－

7
3
2
0

E-m
ail : info@

uonum
a-den

shukan.com

山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

受
講
者
募
集

【
申
込
み・問
合
せ
】

南
魚
沼
市
山
岳
遭
難
救
助
隊

（
大
塚
）

☎
0
9
0

－

3
9
8
2

－

6
9
8
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
7
5

－

3
2
2
2

E-m
ail : a.t.h.h@

soleil.ocn.ne.jp

国
際
大
学
松
下
図
書・情
報
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

【
申
込
み・問
合
せ
】

国
際
大
学
松
下
図
書・情
報
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
9

－

1
4
5
2

Em
ail : m

lic-cir@
iuj.ac.jp

国
際
大
学
2
0
1
3
年
春

日
本
語
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

【
申
込
み・問
合
せ
】

国
際
大
学
教
務
事
務
室

日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム（
和
田
）

☎
7
7
9

－

1
4
9
8

E-m
ail : jlp@

iuj.ac.jp

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

●　●　●　市などからのお知らせ 掲　示　板

4/20
横浜FM

様

4/20 横浜FM

後援会資料請求（任意）
ご希望の方は空白部分に
「希望する」とご記入ください。

▼〔往復はがき記入例〕▼
※はがきは見開きの状態です。
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲

　
　示

　
　板

掲　示　板 市などからのお知らせ　●　●　●

鯉
の
ぼ
り
を

寄
付
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

上
田
郷
自
然
を

は
ぐ
く
む
会（
川
永
）

☎
0
9
0

－

4
0
9
3

－

6
3
9
2

　
上
田
地
区
を
流
れ
る
登
川
は
、

魚
道
整
備
な
ど
が
進
み
、
憩
い
の

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

滝
谷
農
村
公
園
付
近
の
登
川
に
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
「
鯉

の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
3
月
31
日
（
日
）
ま
で

連
絡
先
（
届
け
先
）

　
上
田
郷
自
然
を
は
ぐ
く
む
会

　（
代
表
　
川
永
政
利
）

　
長
崎
2
0
9
5

　E-m
ail:kaw

anaga_82.22@
 

　tenor.ocn.ne.jp

　
今
年
最
後
の
活
動
で
す
！
雪
を

使
っ
た
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
み
ん
な

で
料
理
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
　
3
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
　
　（
受
付
は
9
時
45
分
〜
）

会
場
　
薮
神
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

　
　
　（
一
村
尾
2
9
2
0
）

対
象
　
年
長
〜
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
年
長
の
お
子

さ
ん
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
）

持
ち
物
　
後
日
連
絡
し
ま
す

参
加
費
　
8
0
0
円

　
※
活
動
費
と
保
険
料
含
み
ま
す

定
員
　
30
人

締
切
り
　
3
月
13
日
（
水
）

※
降
雪
状
況
に
よ
って
は
、
内
容
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
持
ち
物
な
ど
の
詳
細
は
決
定
し

だ
い
、参
加
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
連
絡
先

☎
0
8
0

－

8
0
2
3

－

4
0
1
5

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は

外
務
省
と
の
共
催
で
、
イ
ン
ド
や

フ
ラ
ン
ス
で
日
本
大
使
を
務
め
ら

れ
た
平
林
　
博
氏
に
、
現
在
の
日

本
外
交
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
参
加
無
料
で
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

会
場
　
国
際
大
学
Ｍ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

　
　
　
3
階
ホ
ー
ル

講
師
　
平
林
　
博
氏

　
　
　（
公
益
財
団
法
人
日
印
協

会
　
理
事
長
）

締
切
り
　
3
月
11
日
（
月
）

日
時
　
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　
試
合
開
始
　
午
後
7
時

会
場
　
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト

は
Ｓ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
で

す
。
状
況
に
よ
り
ほ
か
の

座
席
を
ご
案
内
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

応
募
条
件
　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数
　
5
0
0
人

あ
て
先
・
応
募
方
法

　
　
　
左
記
の
記
入
例
を
参
考
に

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
応
募
は
、
1
世
帯
に

つ
き
1
通
限
り
有
効
で
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

応
募
期
限
　
4
月
5
日（
金
）必
着

受
け
渡
し
　
ご
招
待
の
可
否
を
返

信
用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
4
月
12
日
（
金
）
頃
の
予
定
）。

電
話
で
の
可
否
に
つ
い
て
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。
ご
観
戦
い
た
だ

く
人
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち

に
な
り
、
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広

場
に
設
置
の
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会
テ
ン
ト
」
に
て
チ
ケ

ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入
場
、
観
戦

と
な
り
ま
す
。

※
ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
『
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
携
帯
サ
イ
ト
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
コ
チ
ラ
か
ら
↓

第
38
回
国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

『
体
験
的
外
交
論
』

日
本
外
交
に
物
申
す

【
申
込
み・問
合
せ
】

国
際
大
学
　
教
務
事
務
室

　
　
☎
7
7
9

－

1
1
1
2

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
7
9

－
1
1
8
7

E-m
ail : ori@

iuj.ac.jp

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

Ｊ
1
リ
ー
グ
　
第
7
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 

対

　
　
　
横
浜
Ｆ・マ
リ
ノ
ス

【
問
合
せ
】ア
ル
ビ
レッ
ク
ス
新
潟

後
援
会（
高
谷
）

☎
0
2
5

－

2
8
2

－

0
0
1
1

　
南
魚
沼
市
山
岳
遭
難
救
助
隊
と

日
本
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
代

表
の
堤
信
夫
氏
が
協
力
し
、
山
岳

に
お
け
る
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
や
現
場

で
の
応
急
処
置
な
ど
の
山
岳
レ
ス

キ
ュ
ー
技
術
を
学
ぶ
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

 

第
1
回
講
習
会

「
残
雪
期
の
山
岳

　
　
　
　
レ
ス
キ
ュ
ー
Ⅰ
」

期
日
　
3
月
23
日
（
土
）
〜

　
　
　
24
日
（
日
）

会
場
　
八
海
山
麓
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
併
設
体
育
館

お
よ
び
周
辺
山
域

内
容
　
・
雪
上
ア
ン
カ
ー

　
　
　
・
雪
上
確
保

　
　
　
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送

募
集
人
員
　
18
人

宿
泊
先
　
八
海
山
麓
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　（
荒
金
70
）

　
　
　
　
☎
7
7
9

－

3
2
3
0

費
用
　
3
7
、
5
0
0
円

　
　
　（
講
師
料
・
宿
泊
費（
1
泊

分
）・
保
険
料
）

※
前
泊
・
後
泊
を
す
る
場
合
は
、

宿
泊
先
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
）
に
直
接
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

 

第
2
回
講
習
会

「
残
雪
期
の
山
岳

　
　
　
　
レ
ス
キ
ュ
ー
Ⅱ
」

期
日
　
3
月
30
日
（
土
）
〜

　
　
　
31
日
（
日
）

会
場
　
八
海
山
周
辺
山
岳
地
帯

内
容
　
・
雪
上
ア
ン
カ
ー

　
　
　
・
雪
上
確
保

　
　
　
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送

募
集
人
員
　
10
人

宿
泊
先
　
八
海
山
周
辺
山
岳
地
帯

　
　
　
　
テ
ン
ト
ま
た
は
体
育
館

（
寝
袋
持
参
）

費
用
　
3
3
、
0
0
0
円

　
　
　（
講
師
料
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
利
用
料
金
・
保
険
料
）

締
切
り
　
3
月
8
日
（
金
）

条
件
　
残
雪
期
登
山
経
験
・
残
雪

期
登
山
用
具（
ア
イ
ゼ
ン
、

ピ
ッ
ケ
ル
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

の
あ
る
人

※
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
申
込

み
可
能
で
す

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
で
す

採
用
予
定
日

　
4
月
1
日
（
月
）

勤
務
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分

休

　日

　
大
学
の
就
業
規
則
に
よ
る

　（
原
則
　
土
・
日
曜
・
祝
日
）

給

　与

　
時
間
給
8
0
0
円

　（
交
通
費
は
別
途
支
給
、
た
だ

し
上
限
あ
り
。社
会
保
険
完
備
）

雇
用
期
間

　
6
か
月

応
募
資
格

　
司
書
有
資
格
者
で
、
基
礎
的
な

英
語
力
が
あ
り
、Ｐ
Ｃ
の
操
作

が
で
き
る
人

応
募
要
領

　
電
話
ま
た
はE-m

ail

で
連
絡

の
う
え
、
履
歴
書
を
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
国
際
大
学
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
留
学
生
に
日
本
語
を
教
え

る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

　
日
本
語
学
習
の
初
級
教
科
書
と

し
て
一
般
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

「
み
ん
な
の
日
本
語
」
の
各
課
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、
使
い
方
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。

期

　日

　
　
4
月
6
日
・
4
月
13
日
・

　
　
4
月
27
日
・
5
月
11
日
・

　
　
5
月
18
日
・
6
月
8
日
・

　
　
6
月
22
日
・
7
月
6
日
の

　
　
全
8
回
（
毎
回
土
曜
日
）

※
ご
都
合
の
よ
い
日
に
ご
出
席
く

だ
さ
い

内
容
・
時
間

　
　
コ
ー
ス
①
　
第
26
課
〜
41
課

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
　
コ
ー
ス
②
　
第
1
課
〜
16
課

　
　
午
後
2
時
〜
5
時

※
申
込
み
時
に
ご
希
望
の
コ
ー
ス

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

会

　場

　
　
国
際
大
学（
国
際
町
７
７
７
）

内
の
教
室

費

　用

　
　
1
回
1
、
5
0
0
円

　
　（
コ
ピ
ー
代
含
む
）

申
込
み
締
切
り

　
　
各
開
講
日
の
3
日
前
ま
で

そ
の
他

　
　
教
科
書
「
み
ん
な
の
日
本
語

初
級
Ｉ
本
冊
第
２
版
」「
み
ん

な
の
日
本
語
初
級
2
本
冊
」

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

定
価
各
2
、6
2
5
円
。
当

日
購
入
可
。
申
込
み
時
に
購

入
希
望
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
の
雪
国
文
化
協
会
様
か

ら
、
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館

の
運
営
費
と
し
て
1
0
0
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
添
う
よ
う
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
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　1月20日（日）、消防出初め式で、市消防表彰規程に基づ
き、40年以上にわたり無火災が続いている行政区に、井口
市長から表彰状が授与されました。表彰された行政区は、
大原区、小松沢区、小杉区、長表区、原区、野中区、下薬
師堂区、鰕島区、高田区の９区です。
　引き続き、市消防団協力事業所表示制度実施要綱に
基づいて認定申請のあった協力事業所に対して、表示証
が交付されました。この制度は、事業所が消防団員を複
数雇用し、火災などの緊急事態には、消防団活動に積極
的に従事させるなど、地域での消防・防災体制の充実強
化に役立つ事業所に対して表示証を交付して、協力事業
所の社会貢献を広報することが目的です。
　式典で表示証の交付を受けた事業所は、㈱クオンテッ
ク、㈱トピアホーム、㈱五十沢板金工業、魚沼地域特別養
護老人ホーム八色園、㈱粉研パウテックス、北越急行株式
会社の６事業所です。いままで25の事業所が認定されて
いて、あわせて市内31事業所が協力事業所になりました。

　1月27日（日）、東京
の日比谷公会堂で開
催された「第44回新
年全国詩吟大会・全
国コンクール決勝大
会」において、県代表
として「一般の部」に
出場した、市内の「神
風流金城吟詠会」の
内田五男さん（雅号:
五風）が、見事優勝されました。
　内田さんは、９年前から詩吟の会に参加して、月２回の
練習を積み、昨年11月に県大会で入賞し、全国大会の出
場権を獲得しました。
　全国大会は、独吟・一般の部において、広瀬武夫作
「寄家兄言志」で挑戦しました。
　「地区大会、県大会をクリアし、全国大会に進むには家
族の理解と協力も大きかった」と内田さん。漢詩に独特な
旋律をつけた文化芸能の詩吟について「仲間と一緒に
腹の底から思い切り声を出すのは楽しいです。健康にも
いいですよ」と力強く語っていました。

詩吟の全国コンクールで優勝
内田五男さん（上神字）

「40年無火災表彰」と
「消防団協力事業所表示証」の交付が
行われました

　１月16日（水）、東京の日比谷公会堂で、第二上田小学校
が全日本交通安全協会から優良学校表彰を受けました。
　小学校では、交通事故防止と交通安全意識を高めるた
め、交通安全教室や通学路主要交差点での子どもを守る
取り組みなどを積極的に開催しています。
　交通事故の被害者、加害者とならないことを願い、学校
と地域住民が長年にわたり一丸となって交通事故防止に
取り組んでいることが高く評価され、全国で50校、県内で
は第二上田小学校１校の受賞になりました。

祝！優勝
「第20回東北電力杯新潟県少年フットサル大会」
ＦＣ大和ジュニオルス

全日本交通安全優良校表彰を受賞
第二上田小学校

　2月9日（土）・10日（日）、「第63回南魚沼市雪まつり」が六
日町大橋の下の特設会場で開催され、2日間で34,000人
が来場しました。
　会場内にはふるさとふれあい店が出店し、地元ならでは
のおいしいものに行列ができ、ほんやら洞や雪遊びコー
ナーは、たくさんの人でにぎわいました。
　ステージでは、県内出身の歌手を中心に郷土芸能や友
好都市ステージショー、キャラクターショーなどが繰り広げ
られました。
　9日の夕方には、坂戸山の薬師尾根に百八の灯りをとも
す「坂戸山百八灯」が行われ、幻想的な世界へ誘ってい
ました。夜の部のフィナーレは「幻想の雪ホタル」で、今年も
冬の夜空に舞いあがりました。願いを書いた雪ホタル（灯
籠）が浮かび上がる幻想的な光景をたくさんの人が見つ
めていました。
　10日の「ほんやら市」には、ほんやら洞の中などにかわい
い雑貨やおいしい食べ物の出店があり、天候にも恵まれ、
たくさんの家族連れでにぎわっていました。

2日間で34,000人が来場！
第63回南魚沼市雪まつり

　2月16日（土）、「第29回しおざわ雪譜まつり」が塩沢ふれ
あい広場周辺で開催されました。あいにくの天候でしたが
約14,000人が来場し、さまざまなイベントやグルメテント村を
楽しみました。会場内では約500本のローソクが灯され、牧
之通りは雪灯籠とスポットライトでライトアップ、辺り一面が
幻想的な雰囲気で包まれました。
　第一上田小学校5・6年生の新潟総踊りや、よさこい踊
り、ヒップホップダンス、福餅まきなどのステージイベントには
たくさんの観客が押し寄せました。
　勤労者体育館で行われたしおざわ子ども歌舞伎公演
では、石打小学校・中之島小学校の児童10人が、仮名手
本忠臣蔵七段目「祇園一力茶屋の場」を演じました。しお
ざわ子ども歌舞伎の皆さんは、5月4日・5日に石川県小松市
で開催される「全国子ども歌舞伎フェスティバル」に招待さ
れることが決定！歌舞伎保存会の代表者は「新潟県から
は初参加、一生懸命けいこをして演じて来ます」と話して
いました。

14,000人が来場！
第29回しおざわ雪譜まつり

　2月5日（火）・6日（水）、道の駅南魚沼「雪あかり」でス
ノーアクティビティ無料体験会が行われ、家族連れなどで
にぎわいました。
　スノーラフティングは雪面の凸凹でのジャンプや、遠心力
で振り落とされそうになる怖さが病み付きになり、スノーゴ
ンドラは雪上をのんびり散歩気分で、子どもからお年寄りま
で楽しめます。
　四輪バギーとスノーモービルは自分で運転できるところ
が魅力で、初心者でもすぐに乗りこなすことができました。
この体験会は、日本モーターサイクルスポーツ協会新潟県
スノーモービル部会と市の共催で、冬の観光誘客の魅力
向上となるような雪上レジャー体験を試験的に行ったもの
です。

スノーモービルなど雪上スポーツを楽しみました
スノーアクティビティ無料体験会

　1月26日（土）・27日（日）に五泉市で開催された、第20
回東北電力杯新潟県少年フットサル大会（U-12）で、ＦＣ
大和ジュニオルスが、第11回大会以来、2回目の優勝で県
内のチャンピオンになりました。
　6年生は、小学生最後の公式大会ということもあり、どの
試合も白熱していました。その中でFC大和ジュニオルス
は、予選から決勝までチーム一丸となって勝ち進みまし
た。決勝戦では、先制するものの二度リードされるという
試合展開の中、6対3で勝利しました。キャプテンの小泉善
人選手（大崎小6年）は、大きなカップと賞状を持って「小
学生最後の県大会で優勝することができて、本当に嬉し
かったです」と話していました。

坂戸山百八灯（薬師尾根から）坂戸山百八灯（薬師尾根から）

しおざわ子ども歌舞伎しおざわ子ども歌舞伎
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　1月20日（日）、消防出初め式で、市消防表彰規程に基づ
き、40年以上にわたり無火災が続いている行政区に、井口
市長から表彰状が授与されました。表彰された行政区は、
大原区、小松沢区、小杉区、長表区、原区、野中区、下薬
師堂区、鰕島区、高田区の９区です。
　引き続き、市消防団協力事業所表示制度実施要綱に
基づいて認定申請のあった協力事業所に対して、表示証
が交付されました。この制度は、事業所が消防団員を複
数雇用し、火災などの緊急事態には、消防団活動に積極
的に従事させるなど、地域での消防・防災体制の充実強
化に役立つ事業所に対して表示証を交付して、協力事業
所の社会貢献を広報することが目的です。
　式典で表示証の交付を受けた事業所は、㈱クオンテッ
ク、㈱トピアホーム、㈱五十沢板金工業、魚沼地域特別養
護老人ホーム八色園、㈱粉研パウテックス、北越急行株式
会社の６事業所です。いままで25の事業所が認定されて
いて、あわせて市内31事業所が協力事業所になりました。

　1月27日（日）、東京
の日比谷公会堂で開
催された「第44回新
年全国詩吟大会・全
国コンクール決勝大
会」において、県代表
として「一般の部」に
出場した、市内の「神
風流金城吟詠会」の
内田五男さん（雅号:
五風）が、見事優勝されました。
　内田さんは、９年前から詩吟の会に参加して、月２回の
練習を積み、昨年11月に県大会で入賞し、全国大会の出
場権を獲得しました。
　全国大会は、独吟・一般の部において、広瀬武夫作
「寄家兄言志」で挑戦しました。
　「地区大会、県大会をクリアし、全国大会に進むには家
族の理解と協力も大きかった」と内田さん。漢詩に独特な
旋律をつけた文化芸能の詩吟について「仲間と一緒に
腹の底から思い切り声を出すのは楽しいです。健康にも
いいですよ」と力強く語っていました。

詩吟の全国コンクールで優勝
内田五男さん（上神字）

「40年無火災表彰」と
「消防団協力事業所表示証」の交付が
行われました

　１月16日（水）、東京の日比谷公会堂で、第二上田小学校
が全日本交通安全協会から優良学校表彰を受けました。
　小学校では、交通事故防止と交通安全意識を高めるた
め、交通安全教室や通学路主要交差点での子どもを守る
取り組みなどを積極的に開催しています。
　交通事故の被害者、加害者とならないことを願い、学校
と地域住民が長年にわたり一丸となって交通事故防止に
取り組んでいることが高く評価され、全国で50校、県内で
は第二上田小学校１校の受賞になりました。

祝！優勝
「第20回東北電力杯新潟県少年フットサル大会」
ＦＣ大和ジュニオルス

全日本交通安全優良校表彰を受賞
第二上田小学校

　2月9日（土）・10日（日）、「第63回南魚沼市雪まつり」が六
日町大橋の下の特設会場で開催され、2日間で34,000人
が来場しました。
　会場内にはふるさとふれあい店が出店し、地元ならでは
のおいしいものに行列ができ、ほんやら洞や雪遊びコー
ナーは、たくさんの人でにぎわいました。
　ステージでは、県内出身の歌手を中心に郷土芸能や友
好都市ステージショー、キャラクターショーなどが繰り広げ
られました。
　9日の夕方には、坂戸山の薬師尾根に百八の灯りをとも
す「坂戸山百八灯」が行われ、幻想的な世界へ誘ってい
ました。夜の部のフィナーレは「幻想の雪ホタル」で、今年も
冬の夜空に舞いあがりました。願いを書いた雪ホタル（灯
籠）が浮かび上がる幻想的な光景をたくさんの人が見つ
めていました。
　10日の「ほんやら市」には、ほんやら洞の中などにかわい
い雑貨やおいしい食べ物の出店があり、天候にも恵まれ、
たくさんの家族連れでにぎわっていました。

2日間で34,000人が来場！
第63回南魚沼市雪まつり

　2月16日（土）、「第29回しおざわ雪譜まつり」が塩沢ふれ
あい広場周辺で開催されました。あいにくの天候でしたが
約14,000人が来場し、さまざまなイベントやグルメテント村を
楽しみました。会場内では約500本のローソクが灯され、牧
之通りは雪灯籠とスポットライトでライトアップ、辺り一面が
幻想的な雰囲気で包まれました。
　第一上田小学校5・6年生の新潟総踊りや、よさこい踊
り、ヒップホップダンス、福餅まきなどのステージイベントには
たくさんの観客が押し寄せました。
　勤労者体育館で行われたしおざわ子ども歌舞伎公演
では、石打小学校・中之島小学校の児童10人が、仮名手
本忠臣蔵七段目「祇園一力茶屋の場」を演じました。しお
ざわ子ども歌舞伎の皆さんは、5月4日・5日に石川県小松市
で開催される「全国子ども歌舞伎フェスティバル」に招待さ
れることが決定！歌舞伎保存会の代表者は「新潟県から
は初参加、一生懸命けいこをして演じて来ます」と話して
いました。

14,000人が来場！
第29回しおざわ雪譜まつり

　2月5日（火）・6日（水）、道の駅南魚沼「雪あかり」でス
ノーアクティビティ無料体験会が行われ、家族連れなどで
にぎわいました。
　スノーラフティングは雪面の凸凹でのジャンプや、遠心力
で振り落とされそうになる怖さが病み付きになり、スノーゴ
ンドラは雪上をのんびり散歩気分で、子どもからお年寄りま
で楽しめます。
　四輪バギーとスノーモービルは自分で運転できるところ
が魅力で、初心者でもすぐに乗りこなすことができました。
この体験会は、日本モーターサイクルスポーツ協会新潟県
スノーモービル部会と市の共催で、冬の観光誘客の魅力
向上となるような雪上レジャー体験を試験的に行ったもの
です。

スノーモービルなど雪上スポーツを楽しみました
スノーアクティビティ無料体験会

　1月26日（土）・27日（日）に五泉市で開催された、第20
回東北電力杯新潟県少年フットサル大会（U-12）で、ＦＣ
大和ジュニオルスが、第11回大会以来、2回目の優勝で県
内のチャンピオンになりました。
　6年生は、小学生最後の公式大会ということもあり、どの
試合も白熱していました。その中でFC大和ジュニオルス
は、予選から決勝までチーム一丸となって勝ち進みまし
た。決勝戦では、先制するものの二度リードされるという
試合展開の中、6対3で勝利しました。キャプテンの小泉善
人選手（大崎小6年）は、大きなカップと賞状を持って「小
学生最後の県大会で優勝することができて、本当に嬉し
かったです」と話していました。

坂戸山百八灯（薬師尾根から）坂戸山百八灯（薬師尾根から）
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市報自然・人・産業の和で築く安心のまち

市 報

雪ホタル　舞う
～第63回南魚沼市雪まつり（六日町大橋下特設会場）～

雪ホタル　舞う
～第63回南魚沼市雪まつり（六日町大橋下特設会場）～

お も な 内 容

●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

9日
 （土）

　9:00～12：00
13：30～16：00
18：00～翌朝6：00

休日救急診療所

六日町病院

773－6688

772－7111

内科
外科

　9：00～12：00
13：30～16：00
18：00～翌朝6：00

休日救急診療所

ゆきぐに大和病院

773－6688

777－2111

内科
外科

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00

萌気園二日町診療所
ゆきぐに大和病院
ゆきぐに大和病院

７７８－0088
７７７－２１１１
７７７－２１１１

内科

外科

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00

風間内科医院
六日町病院
六日町病院

７８２－６６８８
７７2－7１１１
７７2－7１１１

内科

外科

16日
 （土）

2日
 （土）

3日
（日）

10日
 （日）

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688
（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と
日曜・祝日の6:00～翌朝6:00は、
齋藤記念病院　☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド
　☎782-1991でも、その週の当番を確認する
　ことができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃って
いるので、夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通常の診
療時間内に受診しましょう。また、「かかりつけ医」を持ちまし
ょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療アドバイスを
受けることができます。手術などで総合病院の受診が必要になっ
ても紹介状によりスムーズに受診できます。

周辺
地図

日にち 行事名・時間・会場など
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15●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

16●土 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館

17●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　エフエム雪国

14●木 第６回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

23●土 「心豊かな子育て教室」閉講式10：00～11：30　市民会館多目的ホール

25●月 第３回農業委員会総会
14：00～　大和庁舎３階旧議場

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 3月14日（木）　11：00～
　支援講座　「おたのしみ会」　保育士

「親子での遊び」「子育ての仲
間同士の情報交換」「育児相
談」などにご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 3月13日（水）　11：00～
　支援講座　「おたのしみ会」　保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日

● 3月15日（金）　11：00～
　支援講座　「おたのしみ会」　保育士
※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。
※保険料として1人10円をお願いします。

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

3月2日～20日
ウェブサイト版

●人口 60,834人（先月比 －24）
●男 29,781人（先月比 －6） ●女 31,053人（先月比 －18）
●世帯数 19,688戸（先月比 －17）

市民の動き
（平成25年1月末日現在）

3月11日（　月　）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
3月27日（水）　14:00～16:00　本庁舎
4月　5日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

●各課からのお知らせ…………………2
●市長の一言日記………………………5
●まなびのひろば…………………………9
●税金 郵送で口座振替の手続き…13
●けんこうひろば………………………19
●掲示板…………………………………22
●ニュースプラザ………………………26

今月の表紙
　2月9日の南魚沼市雪まつりの「幻想の雪ホタル」。遠くは長岡市から集
まったボランティアは300人を超えました。午後2時から準備を始め、8時
45分にボランティアの力で約100個の雪ホタルが夜空に舞いました。


